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　善導寺（楠町）には、初代館林藩主榊
さかき

原
ばら

康
やす

政
まさ

や、
その子大

おお

須
す

賀
が

忠
ただ

政
まさ

、２代藩主榊原康
やす

勝
かつ

などの墓が
あり、群馬県指定史跡となっています。康政に関
連する資料には市や国指定重要文化財となってい
るものもあり、特集内でも紹介しています。

●榊原康政の墓（善導寺） 特集　榊原康政と館林・・・・・・・・・・・・
新型コロナワクチンのお知らせ・・・・・・・・

榊
原
康
政
と
館
林

特
集

詳
細
は
２
〜
５
ペ
ー
ジ
へ

館林市観光協会製作イメージ



榊原康政像（東京国立博物館所蔵）
国指定重要文化財　
出典：ColBase（https://colbase.
nich.go.jp/）を加工して作成

榊
原
康
政
っ
て
ど
ん
な
人
？

　榊
原
康
政
は
永
禄
３
年（
１
５
６
０
）

13
歳
の
時
に
大
樹
寺（
愛
知
県
岡
崎
市
）

で
初
め
て
徳
川
家
康
に
謁え

っ

見け
ん

し
、
そ
ば

に
仕
え
ま
す
。
同
６
年
（
１
５
６
３
）

の
三
河
一
向
一
揆
に
際
し
、
16
歳
で
初

陣
を
迎
え
る
と
、
そ
の
功
に
よ
り
家
康

か
ら
「
康
」
の
字
を
与
え
ら
れ
名
を
小

平
太
か
ら
「
康
政
」
と
改
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
家
康
直
属
の
家
臣
と
し
て
、

先
鋒
と
な
り
各
地
に
出
陣
し
た
康
政
は
、

姉あ
ね

川が
わ

の
戦
い
（
対
浅あ

ざ

井い

・
朝あ

さ

倉く
ら

軍
）
や

三み

方か
た

ヶが

原は
ら

・
長な

が

篠し
の

の
戦
い
（
対
武た

け

田だ

軍
）

な
ど
数
多
く
の
合
戦
で
大
き
な
功
績
を

上
げ
ま
し
た
。

　
後
に
酒さ

か

井い

忠た
だ

次つ
ぐ

・
本ほ

ん

多だ

忠た
だ

勝か
つ

・
井い

伊い

直な
お

政ま
さ

ら
と
と
も
に
徳
川
四
天
王
と
称
さ

れ
、
江
戸
幕
府
創
設
を
支
え
た
重
臣
の

一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
康
政
の
武
勇
を
伝
え
る
有
名
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
天
正
12
年
（
１

５
８
４
）
の
羽は

柴し
ば

（
豊と

よ

臣と
み

）
秀ひ

で

吉よ
し

と
対た

い

峙じ

し
た
小こ

牧ま
き

・
長な

が

久く

手て

の
戦
い
で
、
敵

の
士
気
を
下
げ
る
た
め
に
秀
吉
を
非
難

す
る
檄げ

き

文ぶ
ん

を
送
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
激

怒
し
た
秀
吉
は
康
政
の
首
を
取
っ
た
者

に
恩
賞
を
与
え
る
と
し
た
た
め
、
康
政

の
名
が
世
間
に
広
ま
り
ま
し
た
。

　
天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
に
家
康
が

関
東
に
入
国
す
る
と
、
康
政
は
館
林
10

万
石
を
与
え
ら
れ
、
近
世
初
代
館
林
城

主
と
な
り
ま
し
た
。
館
林
は
北
方
か
ら

江
戸
を
守
る
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
の

で
、
康
政
は
城
下
町
の
整
備
や
治
水
工

榊
原
康
政

と
館

　
　林

　戦
乱
の
世
で
武
勇
に
長
け
、
徳
川
四
天
王
と
称
さ
れ
た
武
将
榊さ

か
き

原ば
ら

康や
す

政ま
さ

は
、
本
市
と
は
ゆ
か
り
の
深
い
人
物
で
す
。

こ
の
特
集
で
は
、
康
政
の
生
い
立
ち
や
功
績
、
ゆ
か
り
の
場
所
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
活
躍

　

館
林
藩
主
と
な
り
生
涯
を
閉
じ
る

ど
う
し
て
「
康
政
」
？

▲POINT

具
ぐ

足
そく

姿の康政の後ろには、
日輪と「無」の文字が入っ
た旗印が描かれています。

02令和５年（2023）　　３月１日号

事
な
ど
を
行
い
、
館
林
の
統
治
に
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。

　
慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）
の
関
ヶ
原

の
戦
い
で
は
家
康
の
子
徳
川
秀ひ

で

忠た
だ

軍
に

従
い
ま
し
た
が
、
大
事
な
合
戦
に
間
に

合
わ
ず
、
秀
忠
は
家
康
の
怒
り
を
買
い

ま
す
。
こ
の
時
、
康
政
が
間
に
入
り
仲

を
取
り
持
っ
た
こ
と
か
ら
、
以
後
秀
忠

の
信
任
が
厚
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
康
政
が
館
林
城
中
で
病
に
臥ふ

す
よ
う

に
な
る
と
、
家
康
は
側
近
を
見
舞
い
に
、

ま
た
、
秀
忠
も
医
師
を
派
遣
す
る
な
ど

し
て
所
労
を
い
た
わ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
同
11
年
（
１
６
０
６
）
康
政
は
59

歳
で
亡
く
な
り
、
城
下
の
善
導
寺
に
葬

ら
れ
ま
し
た
。

　
善
導
寺
の
現
在
地
へ
の
移
転
に
伴
い
、

昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）
に
行
わ
れ
た

発
掘
調
査
で
、
康
政
の
墓
か
ら
遺
骨
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
四
肢
骨
の
太
さ
や

骨
質
の
厚
さ
か
ら
、
頑
丈
な
骨
格
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

館林城絵馬（尾曳稲荷神社所蔵）
市指定重要文化財

江戸時代の館林城主（藩主）

　
館
林
城
を
与
え
ら
れ
た
康
政
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
で
都
市
基
盤
の
整
備
を

行
い
、
江
戸
幕
府
の
成
立
と
と
も
に
館

林
藩
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

▪
領
内
の
寺
に
下
さ
れ
た
禁
制

　
寺
内
に
お
け
る
乱
暴
や
狼ろ

う

藉ぜ
き

な
ど
を

禁
止
し
た
「
禁き

ん

制ぜ
い

」
と
呼
ば
れ
る
文
書

を
茂
林
寺
や
龍

り
ゅ
う

興こ
う

寺じ

に
出
す
な
ど
し
て
、

家
臣
が
不
法
に
乱
暴
を
し
な
い
こ
と
を

保
証
し
、
人
心
の
安
定
を
図
り
ま
し
た
。

▪
城
郭
拡
張
・
城
下
町
の
整
備

　
大
手
門
（
城
内
へ
の
正
面
入
り
口
）

の
西
側
の
台
地
上
に
城
下
町
を
築
き
、

防
衛
面
を
強
化
す
る
た
め
、
城
下
町
全

体
を
堀
と
土
塁
で
囲
む
惣そ

う

構が
ま

え
と
し
、

城
下
へ
の
出
入
口
と
し
て
５
つ
の
門
を

設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
戦
闘
に
な
っ
た
際
に
城
を
守

る
役
割
を
果
た
す
た
め
、
城
内
と
そ
の

周
辺
に
あ
っ
た
寺
院
を
城
下
町
に
集
め
、

城
の
出
入
り
口
付
近
や
町
の
周
縁
に
配

置
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
人
の
流
れ
を
城
下
へ
と
向
か

わ
せ
る
た
め
、
城
下
町
を
南
北
に
貫
く

街
道
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
現

在
の
本
町
通
り
で
す
。

▪
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
の
治
水
工
事

　
領
内
を
河
川
の
氾
濫
な
ど
の
水
害
か

ら
守
る
た
め
、
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
に

堤
防
を
築
く
大
規
模
な
工
事
を
行
い
ま

し
た
。

　
康
政
が
没
し
た
後
、
２
代
目
に
三
男

の
榊
原
康や

す

勝か
つ

が
、
３
代
目
に
康
政
の
長

子
大お

お

須す

賀が

忠た
だ

政ま
さ

の
子
で
あ
る
榊
原
忠た

だ

次つ
ぐ

が
藩
主
と
な
り
、
館
林
を
治
め
ま
し
た
。

　
忠
次
が
寛
永
20
年
（
１
６
４
３
）
に

陸む
つ
の奥
国く

に

白
河
（
福
島
県
）
に
移
る
と
、

榊
原
氏
の
藩
主
時
代
が
終
わ
り
、
以
後

は
６
つ
の
大
名
家
が
交
替
で
館
林
藩
主

と
な
っ
て
い
ま
す
。

城主（藩主）名 在任期間 石高

榊原

康
やす

政
まさ

1590 ～ 1606 年 10万石

康
やす

勝
かつ

1606 ～ 1615 年 10万石

忠
ただ

次
つぐ

1615 ～ 1643 年 10～　
11万石

松平
（大

お

給
ぎゅう

）
乗
のり

寿
なが

1644 ～ 1654 年 ６万石

乗
のり

久
ひさ

1654 ～ 1661 年 5.5 万石

徳川
綱
つな

吉
よし

1661 ～ 1680 年 25万石

徳
とく

松
まつ

1680 ～ 1683 年 25万石

松平
（越

お

智
ち

）
清
きよ

武
たけ

1707 ～ 1724 年 2.4 ～　
5.4 万石

武
たけ

雅
まさ

1724 ～ 1728 年 5.4 万石

太田
資
すけ

晴
はる

1728 ～ 1734 年 ５万石

資
すけ

俊
とし

1740 ～ 1746 年 ５万石

松平
（越

お

智
ち

）

武
たけ

元
ちか

1746 ～ 1779 年 5.4 ～　
6.1 万石

武
たけ

寛
ひろ

1779 ～ 1784 年 6.1 万石

斉
なり

厚
あつ

1784 ～ 1836 年 6.1 万石

井上 正
まさ

春
はる

1836 ～ 1845 年 ６万石

秋元
志
ゆき

朝
とも

1845 ～ 1864 年 ６万石

礼
ひろ

朝
とも

1864 ～ 1869 年 ６万石

大給松平氏時代の館林城絵図
（西尾市教育委員会所蔵）

榊
原
氏
は
３
代
に
わ
た
り
統
治

　

日光脇往還（本町通り）

館
林
で
ど
う
し
た
？

03

明治６年（1873）に浮世絵師・北
きた

尾
お

重
しげ

光
みつ

が描いた
もので、江戸時代末期の館林城の建物の構造や城
下町の様子が見られる貴重な資料。

現存する館林城絵図の中で最も古い、榊原氏の後
に藩主となった大給松平氏時代の城絵図。

◀POINT

本町通り（中央通り
線）は、康政による
城下町整備に伴い開
通したとされ、日光
へ向かう徳川家康の
改葬行列に利用され
たことから、「日光脇
往還」と呼ばれてい
ます。



かつて館林城の三の丸に
あり、通用口として使用
されていた門。現在のも
のは昭和58年（1983）に
復元されました。周囲に
は土塁が残っています。

①館林城三の丸土橋門（城町）
康政など代々の館林藩主
はツツジを保護し、花見
をしていました。その始
まりには諸説あり、康政
の孫忠次がツツジを植え
たという説もあります。

②つつじが岡公園（花山町）

安土桃山時代に康政の支
援により城下町へ移り、
再興。榊原家の菩

ぼ

提
だい

寺
じ

で
あり、境内には康政など
の墓があります。館林駅
前広場整備に伴い移転。

③終
しゅう

南
なん

山
ざん

見
けん

松
しょう

院
いん

　善導寺（楠町）

天正18年（1590）に康政
が茂林寺に出した禁制の
ほか、貴重な資料が数多
く残されています。また
　「分福茶釜」の伝説があ
る寺としても有名です。

⑥青
せい

龍
りゅう

山
ざん

　茂林寺（堀工町）

境内には忠次の母「祥
しょう

室
しつ

院
いん

殿
でん

」の墓（市指定史跡）
があります。忠次が母の
墓を建てる際、つつじが
岡のツツジがよく見える
同寺に建てたと伝わります。

④巨
こ

法
ほう

山
ざん

　善長寺（当郷町）

館林駅

茂林寺前駅

市役所

つつじが岡公園
②

⑥

⑤

◎

野鳥の森
自然公園

茂林寺沼

城沼

①

④ ③
土橋門

善導寺善長寺

遍照寺

茂林寺

本
町
通
り
（
日
光
脇
往
還
）

国道 354 号

　ＮＨＫ前橋放送局が開局90周年を記
念して、徳川家康に関連する県内施設
にオリジナルスタンプ・冊子を設置す
る　「ぐんま巡り」を開催中です。①～
④はスタンプ設置場所にもなっていま
す。名所を巡りながらスタンプを集め
てみませんか。
※①は文化会館、②
　はつつじが岡ふれ
　あいセンター内に
　あります

ぐんま巡り開催中！

　市内には榊原康政ゆかりの地や、歴史の痕跡が残る場所がたくさんあります。ぜひ訪れてみてください。

⑤髙
こう

鑰
やく

山
さん

釈
しゃ

迦
か

院
いん

　遍照寺（緑町一丁目）

榊原家の祈願所。本堂の
屋根に榊原家の家紋 (源
氏車紋）が見られます。
また康政の守護仏の十一
面観音像などゆかりの品
々が寄進されています。

04令和５年（2023）　　３月１日号

国道 354 号

散策マップ

　第一資料館では、榊原氏ゆかりの品や、さまざまな
郷土資料の展示を行っています。ぜひお越しください。
※休館日については27ページをご覧ください

　この特集に掲載した内容のほか、榊原康政や
館林の歴史について、館林市史で詳しく紹介し
ています。頒布場所は市史編さんセンター（第
二資料館内）、文化会館、第一資料館などです。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

徳川十六将図（館林市立資
料館所蔵）

康政から龍興寺（高根町）に
出された禁制です。

榊原康政禁制　龍興寺宛（龍
興寺所蔵）市指定重要文化財

康政が関ヶ原の合戦の前に家康
から拝領した具足です。

徳川家康と幕府創設に功績
を立てた16人の家臣を描い
た図。家康を頂点に、その
下に徳川四天王が配置され、
康政は家康のすぐ右下に描
かれています。

紺
こん

糸
いと

威
おどし

南
なん

蛮
ばん

胴
どう

具
ぐ

足
そく

（東京国立博
物館所蔵）国指定重要文化財
出典：ColBase（https://colbase.
nich.go.jp/）

第一資料館所
蔵「榊原康勝
の骨壺」につ
いて、27ペー
ジで紹介して
います。

◀館林城御城印
　（冬限定版）

ＨＰ

　榊原康政にまちづくりを学ぶため、榊原氏とゆかりの４
市（豊田市・姫路市・上越市・館林市）の首長と榊原家当
主が集う「四市市長懇談会（榊原サミット）」を持ち回り
で開催しています。令和４年度は本市で行われました。

榊原サミット
左から多田市長、
中
なか

川
がわ

上越市長、
榊原家17代当主
政
まさ

信
のぶ

さん、清
きよ

元
もと

姫路市長

05

　市観光協会では、館林城や榊原
康政をコンセプトとした御城印を
販売しています。
販売場所　つつじが岡ふれあいセ
ンター

御城印を販売中

第一資料館に行ってみよう！ 歴史を伝える「館林市史」

2023年・新作▶
榊原康政御城印

※康政は徳川三
　傑とも呼ばれ
　ています



新型コロナウイルス予防接種の実施期間について

最新の情報は、市ホームページをご確認ください。

問館林市コロナワクチンコールセンター（℡0570-010-884）
　（土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後５時45分）

　２月22日現在、国から示されている新型コロナウイルス予防接種が全額公費で受けられる期間は、令和５
年３月31日までです。接種を希望するかたは、上記の方法で予約のうえ接種券を用いて接種を受けてください。
　なお、４月１日以降の接種について国が継続を決定した際は、４月以降の接種日程などについて広報紙や
市ホームページなどでお知らせします。

市ＨＰ

予約方法（共通事項）

右の２次元コードから、アカウントを
友だち登録して予約してください。

群馬県ＬＩＮＥ公式アカウント
「群馬県デジタル窓口」（推奨）

館林市コロナワクチンコールセンター
℡0570-010-884

土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後５時45分

新型コロナウイルス予防接種の予約受付

接種項目 接種会場 接種日程 予約受付期間

追加接種（３～５回目）
（オミクロン株対応）

接種会場・日程については随時追加しています。
空き状況などについては、予約時にご確認ください。
※オミクロン株対応ワクチンを未接種のかたが対象 予約受付中

(定員に達するまで予約可 )

初回接種（１・２回目）
（ノババックス）

うえの医院
１回目：３月10日㈮
２回目：３月31日㈮

小児接種（３回目）
（小児用ファイザー）

保健センター ３月25日㈯
３月15日㈬
午前９時頃～

乳幼児接種（３回目）
（乳幼児用ファイザー）

公立館林厚生病院 ３月13日㈪、20日㈪
予約受付中

(定員に達するまで予約可 )
保健センター ３月25日㈯

06令和５年（2023）　　３月１日号

※他の予防接種（インフルエンザワクチンを除く）と前後13日以上の間隔を空ける必要があります
※これから５歳又は12歳の誕生日を迎えるかたは、接種日により受けられるワクチンが異なる場合があります
　　　　　　・５歳の誕生日の前々日まで　　乳幼児用ファイザー社製ワクチン
　・５歳の誕生日の前日から12歳の誕生日の前々日まで　　小児用ファイザー社製ワクチン
　・12歳の誕生日の前日以降　　12歳以上用のワクチン
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昨年11月21日に市庁舎で開催された表彰式。
右から川島教育長、優秀賞の岩

いわ

屋
や

花
はな

さん、最
優秀賞の𠮷田さん、優秀賞の柴

しば

沼
ぬま

一
かず

真
ま

さん

２月10日の第三中学校の給食の様子

学校給食レシピコンテスト
　献立の作成を通じて食への関心を高め、学校給食や地場産農
作物への理解を深めることを目的に行われた学校給食レシピコ
ンテスト。数々のレシピの中から、最優秀賞を受賞した𠮷

よし

田
だ

惟
ゆい

香
か

さんの「冬野菜里芋ときのこと上州豚を使った炊き込みご飯」
が、２月９日に市内小学校、２月10日に市内中学校で給食とし
て提供されました。𠮷田さんが在籍する第三中学校の生徒は、　
　「地元の食材が使われていておいしい」と話し、友達が考案し
た給食をおいしそうに食べていました。

問学校給食センター（℡73 - 2160）

全国学校給食週間に合わせ、
学校給食パネル展が、１月21
日・22日にアゼリアモール、
１月24日～30日に市役所市民
ホールで行われました。学校
給食の歴史や現在の給食など
をパネルやレプリカで展示。
今回は新たに給食調理体験コ
ーナーが設けられ、大きな釜
を子どもたちが一生懸命かき
混ぜる様子も見られました。

学校給食パネル展

第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費
の
無
料
化

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
第

３
子
以
降
学
校
給
食
費
助
成
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
請
は
毎
年
必
要
で
す

第
３
子
以
降
の
児
童
生
徒
が
市
内

の
小
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
場
合

　
４
月
以
降
の
学
校
給
食
費
の
請

求
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
や
宗
教
な
ど
の
理
由
に
よ
り

給
食
に
代
え
て
弁
当
な
ど
を
持
参

し
て
い
る
場
合
は
、
市
が
規
則
で

定
め
る
学
校
給
食
費
相
当
額
の
一

部
又
は
全
部
を
指
定
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

申
請
先
　
学
校
を
通
じ
て
案
内
を

配
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
が
済
ん

で
い
な
い
か
た
は
、
３
月
31
日
㈮

ま
で
に
申
請
書
を
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
へ

特
別
支
援
学
校
や
市
外
の
小
中
学

校
な
ど
に
在
籍
し
て
い
る
場
合

　
市
が
規
則
で
定
め
る
学
校
給
食

費
相
当
額
の
一
部
又
は
全
部
を
指

定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

必
要
書
類
　
申
請
書
、
振
込
先
金

融
機
関
の
通
帳
の
写
し
、
在
籍
を

証
明
で
き
る
書
類
、
他
の
制
度
に

お
い
て
学
校
給
食
費
の
一
部
助
成

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
が

分
か
る
書
類

申
請
先
　
４
月
28
日
㈮
ま
で
に
、

必
要
書
類
を
同
セ
ン
タ
ー
へ

共
通
事
項

対
象
（
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

か
た
）

■

児
童
・
生
徒
及
び
保
護
者
が
本

　
市
に
同
一
世
帯
と
し
て
住
民
登

　
録
さ
れ
て
い
る

■

市
内
外
の
小
中
学
校
な
ど（
※
）

　
に
子
ど
も
が
３
人
以
上
在
籍
し

　
て
い
る

■

国
、
県
、
市
の
制
度
か
ら
給
食

費
の
全
額
給
付
を
受
け
て
い
な
い

※
市
内
外
の
小
中
学
校
な
ど
と
は
、

　
学
校
教
育
法
に
定
め
る
国
公
立

　
又
は
私
立
の
学
校
で
す

※
申
請
書
は
同
セ
ン

　
タ
ー
及
び
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

　
ま
す

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
℡
73-
２
１
６
０
）

市ＨＰ

最優秀賞のレシピをご自宅でも！

冬野菜里芋ときのこと
上州豚を使った
炊き込みご飯
材料（４人分）

■里芋
■上州豚小間切れ
■マイタケ
■シメジ
■ニンジン
■油揚げ
■米

■しょうゆ
■塩　
■砂糖
■顆粒だし
■サラダ油
■塩こしょう

中６個
70ｇ
70ｇ
50ｇ
50ｇ
1/2枚
２合

小さじ１
小さじ 1/2
小さじ２
小さじ１
適量
適量

作り方
①上州豚、マイタケ、シメジ、油揚げを食べやす
い大きさに切る。里芋は生のまま皮をむき、1/4
の大きさに切り水に浸す。ニンジンは千切りにする
②熱したフライパンにサラダ油を適量入れ、上州
　豚を炒

いた

め塩こしょうを振る
③米をとぎ、炊飯器に通常の分量の水を入れ、調
　味料と材料を全て入れて炊く

上州豚を使った
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問マイナンバーカードについて：市民課交付申請係（℡47 - 5123）
　マイナポイントについて：企画課デジタル戦略係（℡47 - 5104）

マイナンバーカード・マイナポイントの
申請をお手伝いお知ら せ

　マイナンバーカードの申請を希望するかた又はマイナンバーカードを取得済みで、マイナポイン
トの申請を希望するかたを対象に、市役所や商業施設で申請のお手伝いをしています。

マイナンバーカードを令和５年２月末までに申請したかたは、令和５年５月末までマ
イナポイントの申請をすることができます。

マイナポイント
事業ＨＰ

お近くのケータイショップでマイナンバーカードの申請をサポートしています
　携帯ショップでは、無料で申請サポートを行って
います。交付申請書などがない手ぶらでの交付申請
も可能です。ぜひご活用ください。

対象ショップ　全国のドコモショップ、d garden、
auショップ、au Style、UQスポット、ソフトバンク
ショップ、ワイモバイルショップ

　マイナンバーカードの申請をしてから１か月が
過ぎても、市役所から「マイナンバーカード交付
通知書（はがき）」が届かないかたは、市民課交付
申請係へお問い合わせください。

ご確認ください !

■ポイント付与を希望する決済サービスの情報など（電　
子マネー、二次元コード決済アプリなど）
■本人名義の預貯金口座情報が分かるもの（預金通帳など）

〇マイナンバー休日窓口
　マイナンバーカードの交付などのマイナンバー関連
業務やマイナポイント申請支援のための臨時窓口を開
設します。
とき　３月12日㈰・26日㈰　
■マイナンバーカードの交付など　午前８時30分～午　
　後５時15分
■マイナンバーカード・マイナポイントの申請　午前　
　９時～午後５時
ところ　市役所１階市民課窓口、総合案内前
〇マイナンバーカード交付延長窓口
　毎月、下記の日程でマイナンバーカードの交付受付
を延長しています。
とき　３月６日㈪・15日㈬・20日㈪・29日㈬　午後７
時まで
ところ　市役所１階市民課窓口

申
請
時
に
必
要
な
も
の

〇マイナンバー・マイナポイント特設窓口
　マイナンバーカードの申請やマイナポイント申請支
援の窓口を開設しています。
とき　平日の午前９時～午後５時
※混雑状況により、早めに受付を終了する場合あり
ところ　市役所１階総合案内前
〇出張申請相談会

※時間　午前10時～午後５時
対象（次のいずれかに該当するかた）
■マイナンバーカード未申請
■マイナンバーカードを取得済みでマイナポイント未申請
持参する物
【マイナンバーカードを申請するかた】
■個人番号カード交付申請書又は個人番号通知書
※手元にないかたは市役所市民課で発行します。通知　
カードだけでは申請できませんのでご注意ください
※上記の出張申請相談会に参加する場合は不要

【マイナポイントを申請するかた】
■マイナンバーカード（電子証明書が有効期限内のもの）
■暗証番号（マイナンバーカード取得時に自分で設定
　した４桁の数字）

日程 場所

３月13日㈪～19日㈰ とりせん成島店

３月20日㈪～26日㈰ アゼリアモール
（アゼリアホール前通路）

個人番号カード
交付申請書

個人番号通知書

又は

通知カード

〇
申
請
時
に
使
え
る

×
申
請
時
に
使
え
な
い

　

●代表☎0276 - 72 - 4111●代表☎0276 - 72 - 4111
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　４月１日から、ネーミングライツにより、三の丸
芸術ホールの愛称が「日清製粉ウェルナ三の丸芸術
ホール」になります。ネーミングライツとは、民間
事業者がスポンサーとなり、市有施設の愛称をつけ
る権利を付与するもので、市では自主財源の確保の
ために行っています。なお、施設の正式名称、管理
者及び利用方法などについて変更はありませんので、
今までどおりご利用ください。

スポンサー企業　㈱日清製粉ウェルナ
契約期間　４月１日㈯～令和10年３月31日㈮（５か年）
契約金額　年額100万円（税別）

問企画課政策推進係（℡47 - 5102） 問クオカードコールセンター（℡47 - 5175）

ネーミングライツにより
三の丸芸術ホールの愛称が決定

物価高騰対策支援事業

クオカードの
再配付を行っています

開
設
時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
ク
オ
カ
ー
ド
窓
口
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時

窓口 取り扱い業務 開設日 問合せ

１
階

１
番

転入・転出・転居などの住所異動届、印鑑登録の
受付、住民票・戸籍・印鑑登録証明書などの発行、
戸籍に関する届書の受理、マイナンバーカードの
交付
※パスポートの申請・交付はできません

３月12日㈰
　　26日㈰
４月２日㈰

市民課交付申請係（℡ 47 - 5123）

２
番

国民健康保険に関する手続き
３月26日㈰
４月２日㈰

保険年金課国保係（℡ 47 - 5138）

後期高齢者医療・福祉医療に関する手続き
※国民年金に関する手続きはできません

同給付年金係（℡47 - 5140）

３
番 介護保険に関する相談及び手続きなど

３月26日㈰
４月２日㈰

介護保険課介護保険係（℡ 47 - 5133）

５
番 障がい者（児）の相談及び各種手続きなど

３月26日㈰
４月２日㈰

社会福祉課障がい福祉係（℡ 47 - 5128）

９
番 税金の納付、納税相談、口座振替手続きなど

３月26日㈰
４月２日㈰

納税課収納係（℡47 - 5110）

10
番
納税証明・所得証明などの市税関係証明書の発行 ３月26日㈰

４月２日㈰

税務課市民税係（℡47 - 5107）

評価証明などの市税関係証明書の発行 同資産税係（℡47 - 5108）

12
番 児童手当・児童扶養手当に関する手続きなど

３月26日㈰
４月２日㈰

子育て支援課子育て支援係（℡47 - 5135）

市
民
ホ
―
ル

クオカードの配付受付（物価高騰対策支援事業）
３月11日㈯
　　12日㈰
※時間注意

クオカードコールセンター（℡47 - 5175）

２
階

南
側
小・中学校の転出入手続き
※学校への手続きは翌日の月曜日に行ってください

３月26日㈰
４月２日㈰

学校教育課学事係（℡47 - 5168）

　（注）本人確認書類：各種届出や証明書の交付申請、クオカードの受取時に本人確認をします。免許証など官公庁発行の顔写
　　　真付きのものは１点、お持ちでない場合は、「氏名・生年月日」又は「氏名・住所」が記載されたものを２点お持ちくだ
　　　さい。ただし、１点は健康保険証や介護保険証などの公的機関が発行したものをお持ちください

日清製粉ウェルナ三の丸芸術ホール
－ 愛 称 －

臨
時
窓
口
を
開
設

年
度
末
の
混
雑
緩
和
を
図
り
ま
す

お知 ら せ

（
注
）

　物価高騰による家庭の
負担を軽減するため、全
市民に3,000円分のクオ
カードを配付しており、
現在、不在などで受け取
れなかったかたへの再配付を行っています。
再配付対象　令和４年11月１日時点で市内に住
民登録があり、まだクオカードを受け取ってい
ないかた
受取方法　本人確認書類（注）、２月中旬に市か
ら送付された往復はがきを持参し、市役所５階
505会議室へ
※はがきが届いていないかたは至急お問い合わ
　せください
受取期間　３月15日㈬までの平日の午前９時～
午後５時
※３月11日㈯・12日㈰は臨時窓口を開設します
　（下の記事参照）
※期限を過ぎた場合は再配付できません
※既に再配送を申し込んだかたは郵送で送付します
※同居家族以外による代理受取を希望する場合
　は事前にお問い合わせください
担当課　企画課政策推進係
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●　マーク・・・健康マイレージ対象事業マ

※特典は弊社にご登録のない新規のお客様家づくりを検討
されている方に限ります※特典適用には条件がございます

【2階建て】鉄骨系37.65坪

【平屋】木質系32.64坪

申
請
先
・
問
合
せ
　
社
会
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係
（
℡
47

─

５
１
２

８
）
へ

　
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成

す
る
い
き
い
き
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
希
望
者
に
交
付
し
ま
す
。
４
月

１
日
㈯
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。
タ

ク
シ
ー
利
用
券
の
追
加
や
再
交
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
　
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
在
宅
で
、
要
支
援
・
要
介
護
認

　
定
を
受
け
て
い
る

②
在
宅
で
、
身
体
又
は
精
神
障
が

　
い
１
級
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
・

　
Ｂ
中
・
Ｂ
１

③
18
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

　
い
る
四
輪
自
動
車
を
持
た
な
い

　
ひ
と
り
親
家
庭

※
自
動
車
税
な
ど
の
減
免
を
受
け

　
て
い
る
世
帯
及
び
入
院
中
の
か

　
た
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

持
参
す
る
物
　
身
分
証
明
書
（
障

が
い
者
の
か
た
は
障
害
者
手
帳
）、

印
鑑

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
27
日
㈪

か
ら
、
①
は
高
齢
者
支
援
課
高
齢

者
支
援
係
（
℡
47

─

５
１
３
０
）、

②
は
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　（
℡
47

─

５
１
２
８
）、③
は
子
育

て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
（
℡
47

─

５
１
３
５
）
へ

課
子
育
て
支
援
係
（
℡
47

─

５
１

３
５
）
へ

　
対
象
者
に
は
、
２
月
下
旬
に
申

請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
届
か
な
い
か

た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
　
令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
住
所
の
あ
る
母
子
・
父
子

家
庭
の
父
母
、
も
し
く
は
父
母
の

い
な
い
児
童
の
養
育
者
で
、
小
学

校
入
学
式
又
は
中
学
校
卒
業
式
を

迎
え
る
ま
で
市
内
に
住
所
を
有
す

る
か
た

支
給
額
（
一
人
） 
　
１
万
円

※
館
林
市
金
券
で
交
付
（
指
定
期

　
間
内
に
申
請
書
と
引
き
換
え
）

申
請
先
・
問
合
せ
　
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
係
（
℡
47

─

５
１

３
５
）
へ

特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
　
身
体
、
知
的
又
は
精
神
に

重
い
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
在
宅
で
養
育
し
て
い
る
父

母
又
は
父
母
に
代
わ
り
養
育
し
て

い
る
か
た
（
国
籍
不
問
）

支
給
額
（
月
額
）

■

１
級　

５
万
２
４
０
０
円

■

２
級　

３
万
４
９
０
０
円

※
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
支
給
額

　
が
決
定
さ
れ
ま
す

障
が
い
児
福
祉
手
当

対
象
　
日
常
生
活
で
常
に
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
か
た

支
給
額
（
月
額
）
　
１
万
４
８
５

０
円

共
通
事
項

▪
障
害
厚
生
年
金
な
ど
定
め
ら
れ

　
た
年
金
を
受
給
し
て
い
る
か
た

　
や
、
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
中

　
の
か
た
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

▪
所
得
額
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ

　
り
ま
す

▪
支
給
額
は
令
和
４
年
４
月
１
日

　
現
在
で
す

申
請
先
・
問
合
せ
　
社
会
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係
（
℡
47

─

５
１
２

８
）
へ

対
象
　
著
し
い
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
を
送
る
う

え
で
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
20
歳
以
上
の
か
た

※
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
中
の
か

　
た
や
病
院
に
３
か
月
を
超
え
て

　
入
院
中
の
か
た
は
除
き
ま
す

支
給
額
（
月
額
）　
２
万
７
３
０
０
円

※
手
当
受
給
に
は
障
が
い
者
本
人
、

　
配
偶
者
及
び
扶
養
し
て
い
る
か

　
た
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

※
支
給
額
は
令
和
４
年
４
月
１
日

　
現
在
で
す

対
象
　
18
歳
に
な
っ
て
最
初
の
３

月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
児
童（
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）

を
養
育
し
て
い
る
父
　（
母
）
又
は

父
母
に
代
わ
り
養
育
し
て
い
る
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

■

父
母
が
離
婚
（
父
（
母
）
と
生

　
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
）

■

父
（
母
）
が
死
亡
、
生
死
不
明
、

　
重
度
障
が
い
者
（
国
民
年
金
法

　
に
よ
る
障
害
等
級
１
級
程
度
）、

　
１
年
以
上
拘
禁
、
裁
判
所
の
Ｄ

　
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
て
い
る

■

母
が
未
婚

■

父
（
母
）
か
ら
１
年
以
上
遺
棄

　
さ
れ
て
い
る

※
事
実
婚
な
ど
の
要
件
に
よ
り
支

　
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

支
給
額
（
月
額
）
　

▪
児
童
一
人
の
場
合　

１
万
１
６

　
０
円
～
４
万
３
０
７
０
円

▪
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額　

２

　
人
目
５
０
９
０
円
～
１
万
１
７

　
０
円
、
３
人
目
以
降
一
人
に
つ

　
き
３
０
５
０
円
～
６
１
０
０
円

※
所
得
額
に
応
じ
て
支
給
し
、
所

　
得
額
が
一
定
以
上
の
場
合
は
支

　
給
停
止
に
な
り
ま
す

※
支
給
額
は
令
和
４
年
４
月
１
日

　
現
在
で
す

申
請
先
・
問
合
せ
　
子
育
て
支
援

講
座

教
室

 

・

保
健

福
祉

 

・

【広告】【広告】

い
き
い
き
タ
ク
シ
ー
利
用
券

児
童
扶
養
手
当

障
が
い
児
に
関
す
る
手
当

特
別
障
が
い
者
手
当

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
へ

入
学
・
卒
業
祝
金
を
支
給

■
３
月
13
日
㈪
の
正
午
〜
20
日
㈪

　
の
午
後
１
時
　
市
役
所
市
民
ホ

　
ー
ル

■
３
月
25
日
㈯
の
午
前
９
時
〜
４

　
月
２
日
㈰
の
午
後
３
時
　
向
井

　
千
秋
記
念
子
ど
も
科
学
館

※
３
月
27
日
㈪
は
休
館
日

内
容
　
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の

か
た
の
作
品
展
示
な
ど

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
に
つ
い
て

の
講
演
会

と
き
　
４
月
２
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
正
午

と
こ
ろ
　
向
井
千
秋
記
念
子
ど
も

科
学
館

定
員

40
人
（
事
前
予
約
制
）

テ
ー
マ
・
講
師

■
第
一
部

「
私
た
ち
の
脳
の
働

　
き
っ
て
ど
う
な
っ
て
る
の
？
」

北ほ
う

條じ
ょ
う

千ち

晴は
る

さ
ん
（
柴
田
メ
ン
タ

　
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

■
第
二
部

「
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ

　
ム
症
の
診
断
の
大
事
さ
」　
岡お

か

田だ

恭や
す

典の
り

さ
ん
（
群
馬
大
学
医
学

　
部
附
属
病
院
小
児
科
非
常
勤
講

　
師
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み

　菅す
が

沼ぬ
ま

美み

樹き

さ
ん
（
県
自

閉
症
協
会
地
区
委
員
　
℡
０
９
０

─

１
９
９
８

─

６
５
９
２
）
へ
　

共
通
事
項

問
合
せ
　
菅
沼
美
樹
さ
ん
又
は
市

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
（
℡

47

─

５
１
２
８
）
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市
内
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

要
介
護
度
改
善
に
関
す
る
取
り
組

み
を
評
価
し
、
要
介
護
度
の
改
善

に
効
果
を
上
げ
た
事
業
所
を
「
要

介
護
度
改
善
事
業
所
」
と
し
て
認

証
し
、
表
彰
し
ま
し
た
。

要
介
護
度
改
善
事
業
所

■
館
林
記
念
病
院（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
）

■
ケ
ア
ー
ズ
館
林
西
訪
問
看
護
ス

　
テ
ー
シ
ョ
ン
（
訪
問
看
護
）

■
館
林
記
念
病
院（
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
）

問
合
せ
　
介
護
保
険
課
介
護
保
険

係
（
℡
47-

５
１
３
３
）

　
毎
年
４
月
２
日
は
世
界
自
閉
症

啓
発
デ
ー
、
４
月
２
日
〜
８
日
は

発
達
障
害
啓
発
週
間
で
す
。
正
し

い
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

パ
ネ
ル
展
示

と
き
・
と
こ
ろ

　
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
短
期
人
間
ド
ッ
ク

費
用
を
２
万
円
助
成
し
ま
す
。

健
診
期
間
　
６
月
１
日
㈭
〜
令
和

６
年
３
月
30
日
㈯

※
公
立
館
林
厚
生
病
院
は
５
月
１

　
日
㈪
か
ら
開
始
、
館
林
記
念
病

　
院
は
12
月
28
日
㈭
ま
で

対
象
　
国
民
健
康
保
険
税
の
完
納

世
帯
の
被
保
険
者
又
は
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
完
納
者

※
受
診
時
ま
で
に
被
保
険
者
で
な

　
く
な
っ
た
場
合
は
受
診
で
き
ま

　
せ
ん

申
請
方
法

■

郵
送
申
請
　
申
請
書
（
広
報
４

　
月
号
と
い
っ
し
ょ
に
配
布
及
び

　
４
月
１
日
以
降

　
に
掲
載
す
る
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
に
あ
り
ま
す
）

　
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　
保
険
年
金
課
（
〒
３
７
４-

８

　
５
０
１
　
市
役
所
内
）
へ

■

電
子
申
請

４
月
１
日
か
ら
、

　
ぐ
ん
ま
電
子
申

　
請
受
付
シ
ス
テ

　
ム
へ

申
請
期
限
　
４
月

28
日
㈮
（
必
着
）

注
意
事
項

■

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
及
び
保
険

　
年
金
課
窓
口
で
は
受
付
を
行
い

　
ま
せ
ん

■

受
診
日
は
申
請
受
付
後
、
申
請

　
控
え
を
基
に
、
後
日
申
請
者
本

　
人
が
希
望
す
る
医
療
機
関
に
直

　
接
電
話
で
予
約
す
る
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。
た
だ
し
、
公
立
館
林

　
厚
生
病
院
に
申
請
し
た
か
た
は
、

　
後
日
医
療
機
関
が
受
診
日
を
決

　
定
し
、
市
か
ら
決
定
通
知
を
送

　
付
し
ま
す

■

短
期
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ

　
た
か
た
は
、
同
５
年
度
に
実
施

　
す
る
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康

　
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　
を
受
診
で
き
ま
せ
ん

問
合
せ
　
同
国
保
係
（
℡
47-

５

１
３
８
）、同
給
付
年
金
係
（
℡
47

-

５
１
４
０
）

●代表☎0276 - 72 - 4111

【広告】【広告】

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を
助
成

令
和
４
年
度

要
介
護
度
改
善
事
業
所
を
認
証

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・

発
達
障
害
啓
発
週
間
in
群
馬

ＨＰ
ぐんま電子申請
受付システム

区分 指定医療機関 自己負担額

日帰り

公立館林厚生病院
20,700円（男性）
24,130円（女性）

慶友健診センター 18,500円

明和セントラル病院 13,000円

館林記念病院 13,000円

新橋病院 11,000円

※自己負担額は助成額を差し引いた額

やぶれ・よごれが気になる方は
地元の当店へ！
店名　　いいづか屋　　

 住所　館林市大島町２２６２

連絡先　０２７６－７７－０２７２

ふすま・障子・畳・網戸の張替えのご案内

受付時間　午前８時～午後８時

◎雨どいの修理は
当店へ！

【見積無料】

雨どいの水漏れが気になる方も

お見積りはiPadですぐ出せます。

無料お見積りはiPa
すぐすぐ

ジュエリーリフォームは
プリンセス宝石に
おまかせ下さい！！おまかせ下さいおまかせ下さいおまかせ下さいおまかせ下さいおまかせ下さいおまかせ下さいおまかせ下さいおまかせ下さいおまかせ下さいおまかせ下さい！！！！！！！！

たとえば…
意外な安さにビックリ！お気軽にお立ち寄り下さい！

営業時間10：00～19：00（火曜定休）



と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
か
た

■
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

■
「
元
気
は
つ
ら
つ
ひ
ろ
ば
」
に

　
参
加
し
た
こ
と
が
な
い

■
令
和
5
年
度「
脳
活
ひ
ろ
ば（
前

　
期
）」に
参
加
し
な
い

定
員
　
各
30
人
（
先
着
順
）

内
容
　
介
護
予
防
体
操
と
運
動
指

導
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
介
護
予

防
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
な
ど

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

筆
記
用
具

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
係（
℡
47

─

５
１
３
１
）

　
自
殺
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
と

関
心
を
深
め
る
た
め
の
展
示
を
行

い
ま
す
。

と
き
　
３
月
１
日
㈬
の
午
前
９
時

30
分
〜
28
日
㈫
の
正
午
ま
で

と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

内
容
　
パ
ネ

ル
展
示
、
本

の
紹
介

問
合
せ
　
健

康
推
進
課
健

康
づ
く
り
係

　（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
　
℡

74-
５
１
５
５
）

12令和５年（2023）　　３月１日号

● マーク・・・健康マイレージ対象事業マ

回
）　
１
歳
〜
２
歳
に
な
る
前
日

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
２
期
（
１

　
回
）

年
長
児
（
平
成
28
年
４

月
２
日
〜
同
29
年
４
月
１
日
生
）

※
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

■
日
本
脳
炎
１
期
（
初
回
：
２
回
、

　
追
加
：
１
回
）
　
３
歳
〜
７
歳

　
半
に
な
る
前
日

■
日
本
脳
炎
２
期
（
１
回
）　
９

　
歳
〜
13
歳
に
な
る
前
日

※
平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
、
合
計
４
回
接
種
が
終
了

　
し
て
い
な
い
20
歳
未
満
の
か
た

　
は
、
日
本
脳
炎
の
特
例
措
置
で

　
未
接
種
分
を
公
費
負
担
で
接
種

　
で
き
ま
す

■
水
痘
（
２
回
）
　
１
歳
〜
３
歳

　
に
な
る
前
日

■
二
種
混
合
（
１
回
）

11
歳
〜

13
歳
に
な
る
前
日

※
二
種
混
合
は
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

　
傷
風
　

■
子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン（
３

　
回
）

中
学
１
年
生
〜
高
校
1

　
年
生
相
当
の
女
子
、
平
成
９
年

　
４
月
２
日
〜
同
18
年
４
月
1
日

　
生
ま
れ
で
合
計
３
回
接
種
が
済

　
ん
で
い
な
い
女
性

接
種
場
所

市
及
び
邑
楽
郡
内
の

指
定
医
療
機
関
（
指
定
医
療
機
関

以
外
で
の
接
種
の
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

持
参
す
る
物

母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票
、
健
康
保
険
証

※
予
診
票
の
な
い
か
た
は
母
子
健

【広告】 【広告】

康
手
帳
を
持
参
し
健
康
推
進
課
へ

問
合
せ

同
母
子
保
健
係
（
保
健

セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５
１
５
５
）

と
き
　
４
月
〜
９
月
の
毎
週
木
曜

日
　
午
前
10
時
〜
11
時
（
祝
日
、

休
館
日
を
除
く
）

と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
か
た

■
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

■
「
脳
活
ひ
ろ
ば
」
に
参
加
し
た

　
こ
と
が
な
い

■
令
和
５
年
度
「
元
気
は
つ
ら
つ

ひ
ろ
ば
（
前
期
）」に
参
加
し
な
い

定
員

40
人
（
先
着
順
）

内
容

計
算
ド
リ
ル
や
文
学
作
品

の
音
読
、
頭
を
使
う
体
操

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

筆
記
用
具

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
係（
℡
47

─

５
１
３
１
）

と
き
　
４
月
〜
９
月
の
毎
週
火
曜

日
又
は
金
曜
日
（
祝
日
、
休
館
日

を
除
く
）

■
火
曜
日
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
金
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
ど
ち
ら
か
の
曜
日
を
選
ん
で
く

　
だ
さ
い

　
３
月
１
日
〜
7
日
は
「
子
ど
も

予
防
接
種
週
間
」
で
す
。
4
月
か

ら
の
入
園
・
入
学
に
備
え
て
必
要

な
予
防
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
の
種
類
・
対
象
年
齢

■
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
（
１
価
：
２
回
、

　
５
価
：
３
回
）　
出
生
６
週
０

　
日
後
〜
24
週
０
日
後
（
32
週
０

　
日
後
ま
で
）　

※
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
よ
っ
て
接

　
種
期
間
が
異
な
り
ま
す

■
ヒ
ブ
（
初
回
：
３
回
、
追
加
：

　
１
回
）、小
児
用
肺
炎
球
菌
（
初

　
回
：
３
回
、
追
加
：
１
回
）

生
後
２
か
月
〜
５
歳
に
な
る
前
日

■
四
種
混
合
１
期
（
初
回
：
３
回
、

　
追
加
：
１
回
）

生
後
３
か
月

　
〜
７
歳
半
に
な
る
前
日

※
四
種
混
合
は
百
日
咳
・
ジ
フ
テ

　
リ
ア
・
破
傷
風
・
ポ
リ
オ

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
１
回
）

１
歳
に
な

　
る
前
日

■
Ｂ
型
肝
炎
（
初
回
：
２
回
、
追

加
：
１
回
）　
１
歳
に
な
る
前
日

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
１
期
（
１

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

脳
活
ひ
ろ
ば
（
前
期
）

マ

元
気
は
つ
ら
つ
ひ
ろ
ば（
前
期
）マ

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

講
座

教
室

・

保
健

福
祉

・

対
象

　市
内
在
住
の
小
学
生
～
高

校
生
と
保
護
者

定
員
　
８
組
（
先
着
順
）

内
容
　
百
年
小

麦
を
使
っ
た
ク

レ
ー
プ
ブ
ー
ケ

作
り

参
加
費
　
２
０

０
０
円
（
材
料
費
な
ど
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
８
日
㈬

～
15
日
㈬
に
、
電
話
で
商
工
課
商

業
振
興
係
（
℡
47-

５
１
４
７
）
へ

と
き
　
４
月
11
日
㈫
～
25
日
㈫
の

火
・
金
曜
日
　
午
後
７
時
～
９
時

　（
全
５
回
）

と
こ
ろ
　
渡
瀬
公
民
館

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
市
内
在
住
・
在
勤
の
か
た

優
先
）

内
容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、

文
書
の
作
成
・
編
集
、
フ
ァ
イ
ル

の
作
成
・
変
更
な
ど

参
加
費
　
２
５
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
込
み
　
３
月
17
日
㈮
の
午
後
６

時
～
７
時
に
、
同
館
へ

問
合
せ
　
勝か

つ

目め

弘ひ
ろ

教の
り

さ
ん
（
生
涯

学
習
館
林
市
民
の
会
　
℡
０
８
０

─

１
３
４
５

─

４
８
７
８
）
又
は

市
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
℡

47 -

５
１
６
６
）

て
い
る
か
た

内
容
　
年
間
６
枚
（
１
枚
１
０
０

０
円
分
）
の
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

※
利
用
は
１
回
に
つ
き
１
枚
で
、

　
料
金
が
１
０
０
０
円
を
超
え
た

　
分
は
利
用
者
負
担
に
な
り
ま
す

持
参
す
る
物
　
利
用
者
の
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
27
日
㈪

か
ら
、
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支

援
係
（
℡
47

─

５
１
３
０
）
へ

と
き
　
３
月
19
日
㈰
　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
分
福
公
民
館

内
容
　
湿
原
の
植
物
に
つ
い
て
の

講
演
、
大
泉
高
等
学
校
植
物
バ
イ

オ
研
究
部
に
よ
る
発
表
な
ど

講
師
　
青あ

お

木き

雅ま
さ

夫お

さ
ん
（
県
文
化

財
保
護
審
議
会
専
門
委
員
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
15
日
㈬

ま
で
に
、
文
化
振
興
課
文
化
財
係

　（
文
化
会
館
内
　
℡
74

─

４
１
１

１
）
へ

と
き
　
３
月
18
日
㈯
　
午
後
１
時

～
３
時
　

と
こ
ろ
　
城
沼
公
民
館

　
寝
た
き
り
な
ど
で
外
出
で
き
な

い
か
た
が
、
出
張
の
理
容
・
美
容

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き
に
使
用

で
き
る
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
　
本
市
に
居
住
し
、
住
民
登

録
が
あ
る
満
65
歳
以
上
で
、
要
介

護
４ 

・
５
に
該
当
す
る
在
宅
の
寝

た
き
り
の
か
た

内
容
　
年
間
最
高
４
枚
（
１
枚
３

５
０
０
円
分
）
の
利
用
券
を
交
付

し
ま
す

※
利
用
は
１
回
に
つ
き
１
枚
で
、

　
料
金
が
３
５
０
０
円
を
超
え
た

　
分
は
利
用
者
負
担
に
な
り
ま
す

持
参
す
る
物
　
利
用
者
及
び
申
請

者
の
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証

な
ど
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
27
日
㈪

か
ら
、
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支

援
係
（
℡
47

─

５
１
３
０
）
へ

　
保
険
適
用
外
で
、
は
り
・
き
ゅ

う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
か
か
る
場
合
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
　
本
市
に
居
住
し
、
住
民
登

録
が
あ
る
満
70
歳
以
上
で
、
前
々

年
の
所
得
税
が
非
課
税
又
は
「
在

宅
ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
慰
労

金
」
の
受
給
者
及
び
介
護
を
受
け

と
き
　
３
月
26
日
㈰
　
午
前
９
時

50
分
～
（
午
前
９
時
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
２
・
３
号
室

内
容
　
段
位
に
応
じ
た
ク
ラ
ス
ご

と
の
対
局

参
加
費
　
５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
は
３
０
０
円
）

※
昼
食
を
希
望
の
か
た
は
、
受
付

　
時
に
別
途
５
０
０
円
で
注
文
可
能

申
込
み

　当
日
会
場
へ

問
合
せ

　市
芸
術
文
化
祭
運
営
委

員
会
（
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル
内
　

℡
75

─

３
０
３
０
）

と
き
　
３
月
19
日
㈰
　
午
前
９
時

30
分
（
陽
だ
ま
り
の
広
場
集
合
）

と
こ
ろ
　
つ
つ
じ
が
岡
公
園

対
象
　
小
学
生
（
小
学
２
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

内
容
　
自
然
を
題
材
に
し
た
ク
イ

ズ
を
し
な
が
ら
公
園
内
を
散
策
し

ま
す

参
加
費

　無
料

申
込
み
・
問
合
せ

　３
月
６
日
㈪

～
16
日
㈭
に
、
緑
の
ま
ち
推
進
課

緑
化
政
策
係
（
℡
47

─

５
１
５
４
）
へ

13
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ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で

自
然
と
あ
そ
ぼ
う

講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・

茂
林
寺
沼

　自
然
学
習
会

百
年
小
麦
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

市
民
囲
碁
ま
つ
り

催
し
物

生
涯
学
習
館
林
市
民
の
会

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

●
公
営
住
宅
入
居
者
募
集
　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
℡
76

─

７
８
７
１
）

出
張
理
容
・
美
容
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
料
を
助
成

【広告】【広告】
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催
し
物

【広告】【広告】

れ
ま
す
。

と
き
　
４
月
９
日
㈰
　
午
後
2
時

開
演
（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
カ
ル
ピ
ス
Ⓡ

ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
（
全
席
指
定
）

■
前
売
り
券
　
４
０
０
０
円

■
当
日
券
　
４
５
０
０
円

※
市
内
及
び
邑
楽
郡
内
在
住
の
小

　
中
学
生
を
無
料
で
２
０
０
名
招

　
待
（
要
整
理
券
）

販
売
及
び
整
理
券
　
文
化
振
興
課

芸
術
文
化
係
（
同
館
内
）
へ

問
合
せ

髙た
か

木ぎ

さ
ん
（
同
会
事
務

局
　
℡
０
９
０

─

９
３
９
７

─

２

６
１
１
）

館
林
さ
く
ら
ま
つ
り

と
き
　
３
月
25
日
㈯
〜
４
月
９
日
㈰

※
鶴つ

る

生う

田だ

川
会
場
で
は
、
午
後
６

　
時
〜
9
時
に
ぼ
ん
ぼ
り
を
点
灯

と
こ
ろ
　
鶴
生
田
川
（
城
町
）
〜

尾
曳
公
園
、
多
々
良
保
安
林

こ
い
の
ぼ
り
の
里
ま
つ
り

と
き

5
月
14
日
㈰
　
午
後
2
時

開
演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ
　
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
（
全
席
指
定
）

■
一
般
　
２
５
０
０
円

■
友
の
会
　
２
３
０
０
円

■
中
学
生
以
下
　
１
０
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　
だ
さ
い

販
売
　
３
月
３
日
㈮
の
午
前
9
時

か
ら
文
化
会
館
窓
口
へ
（
電
話
予

約
は
同
日
午
後
１
時
か
ら
）

※
友
の
会
会
員
は
先
行
発
売
中

問
合
せ
　
文
化
振
興
課
芸
術
文
化

係
（
同
館
内
　
℡
74

─

４
１
１
１
）

「
音
楽
で
街
を
元
気
に
す
る
会
」

で
は
、
国
際
的
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
中な

か

嶋じ
ま

彰あ
き

子こ

さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
根ね

岸ぎ
し

弥や

生よ
い

さ
ん
を
招
き
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
本
遺
産
「
里
沼
」
５
周
年
を

記
念
し
、
里
沼
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

歌
曲
「
里
沼
の
記
憶
」
も
披
露
さ

　
市
内
に
約
４
０
０
０
匹
の
こ
い

の
ぼ
り
が
掲
揚
さ
れ
ま
す
。

と
き
　
３
月
25
日
㈯
〜
５
月
15
日
㈪

と
こ
ろ
　
鶴
生
田
川（
市
役
所
前
・

成
島
町
）、近
藤
沼
、
茂
林
寺
川
、

多
々
良
沼

※
鶴
生
田
川
（
市
役
所
前
）
会
場

　
で
は
、
午
後
６
時
〜
９
時
に
ラ

　
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
す

※
４
月
２
日
㈰
は
世
界
自
閉
症
啓

　
発
デ
ー
に
合
わ
せ
て
ブ
ル
ー
ラ

　
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す

共
通
事
項

問
合
せ
　
市
観
光
協
会
（
つ
つ
じ

の
ま
ち
観
光
課
内
　
℡
74

─

５
２

３
３
）

応
募
資
格

20
歳
以
上
で
本
市
に

引
き
続
き
３
か
月
以
上
住
所
が
あ

る
か
た

募
集
人
数
　
２
人

任
期
　
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

応
募
方
法
　
３
月
１
日
㈬
〜
14
日

㈫
に
、
応
募
申
込

書
（
児
童
セ
ン
タ

ー
・
西
児
童
館
・

赤
羽
児
童
館
及
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

を
３
館
い
ず
れ
か
に
提
出

問
合
せ
　
同
セ
ン
タ
ー
（
℡
73

─

１
５
２
２
）

と
き
　
６
月
３
日
㈯
　
午
後
2
時

開
演
（
午
後
1
時
15
分
開
場
）

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
カ
ル
ピ
ス
Ⓡ

ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
（
全
席
指
定
）

■
一
般

5
５
０
０
円

■
友
の
会

5
３
０
０
円

■
高
校
生
以
下
　
３
０
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　
だ
さ
い

販
売

3
月
18
日
㈯
の
午
前
9
時

か
ら
同
館
窓
口
へ
（
電
話
予
約
は

同
日
午
後
１
時
か
ら
）

※
友
の
会
会
員
は
3
月
11
日
㈯
か
ら

問
合
せ
　
文
化
振
興
課
芸
術
文
化

係
（
同
館
内
　
℡
74

─

４
１
１
１
）

エ
フ
エ
ム
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
の
人
気

番
組
「
ゴ
ゴ
モ
ン
ズ
」
で
お
な
じ

み
の
三さ

ん

遊ゆ
う

亭て
い

鬼お
に

丸ま
る

率
い
る
同
期
真

打
の
会
の
落
語
を
ご
堪た

ん

能
く
だ
さ
い
。

館
林
さ
く
ら
ま
つ
り

こ
い
の
ぼ
り
の
里
ま
つ
り

中
嶋
彰
子
＆
根
岸
弥
生

ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

落
語
者
達
（
ら
く
も
ん
ず
）

鼓
童
ワ
ン・ア
ー
ス・ツ
ア
ー

２
０
２
３
〜
ミ
チ
カ
ケ

募
集

児
童
館
運
営
委
員
会
委
員

ＨＰ

15

●代表☎0276 - 72 - 4111

と
き
　
３
月
27
日
㈪
　
午
前
9
時

〜
11
時
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
館
林
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部

対
象
　
消
防
官
に
関
心
の
あ
る
高

校
生
、
専
修
学
生
、
大
学
生
又
は

高
卒
以
上
の
25
歳
位
ま
で
の
女
性

定
員

10
人
程
度

申
込
み
・
問
合
せ

3
月
6
日
㈪

〜
17
日
㈮
の
平

日
に
、
同
組
合

総
務
課
（
℡
72

─

８
３
６
０
）
へ

※
詳
し
く
は
、
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

対
象

市
内
及
び
近
隣
在
住
で
、

発
掘
現
場
ま
で
の
通
勤
が
可
能
な

か
た

登
録
期
間

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

勤
務
地
・
時
期

市
内
・
不
定
期

報
酬
（
時
給
）

９
２
２
円

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
31
日
㈮

の
午
後
５
時
ま

で
に
、
申
請
書

　（
文
化
振
興
課

及
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
を
同
文
化

財
係
（
文
化
会
館
内
　
℡
74

─

４

１
１
１
）
へ

【広告】【広告】

■
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）　
18

　
歳
以
上
34
歳
未
満
　
４
月
６
日

　
㈭
ま
で

※
詳
し
く
は
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ
　
自
衛
隊
群
馬

地
方
協
力
本
部
太
田
出
張
所
（
℡

33

─

７
３
０
５
）
へ

受
験
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
か
た

■
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
同
14

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
か
た

■
大
学
を
卒
業（
見
込
み
を
含
む
）

　
し
、
同
14
年
４
月
２
日
以
降
に

　
生
ま
れ
た
か
た

試
験
日

■
第
一
次
試
験
　
６
月
４
日
㈰

■
第
二
次
試
験
　
６
月
30
日
㈮
〜

　
７
月
14
日
㈮
の
い
ず
れ
か

※
第
二
次
試
験
の
日
程
は
第
一
次

試
験
合
格
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

申
込
み
　
３
月

20
日
㈪
ま
で
に
、

国
家
公
務
員
採

用
試
験
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

問
合
せ
　
人
事
院
人
材
局
試
験
課

（
℡
03

─

３
５
８
１

─

５
３
１
１
）

訓
練
対
象
（
期
間
）・
内
容

■

建
築
科
（
３
年
）

建
築
法
、

　
製
図
、
規き

く矩
術
、
実
技
な
ど

■

造
園
科
（
２
年
）

造
園
の
歴

　
史
、
材
料
、
樹
木
の
管
理
、
作

　
庭
様
式
、
設
計
製
図
な
ど

※
火
・
金
曜
日
の
午
後
７
時
〜
９

　
時
30
分
及
び
日
曜
日
の
実
技
月

　
２
回
程
度

資
格
　
義
務
教
育
修
了
以
上
で
、

建
築
、
造
園
の
事
業
所
へ
勤
務
し

て
い
る
か
た

訓
練
場
所
　
館
林
地
区
高
等
職
業

訓
練
校
（
当
郷
町
）

定
員
　
各
20
人

試
験
方
法
　
面
接   

申
込
み
・
問
合
せ
　
４
月
28
日
㈮

ま
で
に
、
同
校
（
℡
73

─

８
２
８

２
）
へ

募
集
種
目
・
応
募
資
格
・
受
付
期

間
（
必
着
）

■
一
般
幹
部
候
補
生

22
歳
以
上

26
歳
未
満
（
20
歳
以
上
22
歳
未

　
満
の
か
た
は
大
卒（
見
込
含
む
）、

　
修
士
課
程
修
了
（
見
込
含
む
）

　
の
か
た
な
ど
は
28
歳
未
満
）　

　
４
月
14
日
㈮
ま
で

■
一
般
曹
候
補
生

18
歳
以
上
33

　
歳
未
満
　
５
月
９
日
㈫
ま
で

と
き
　
５
月
〜
12
月
の
原
則
第
３

土
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　（
全
８
回
）

と
こ
ろ
　
市
内
及
び
そ
の
周
辺

対
象
　
小
学
生
と
保
護
者
（
現
地

集
合
で
き
る
か
た
）

定
員

12
組
（
先
着
順
）

内
容
　
昆
虫
な
ど
の
生
態
や
自
然

環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
す

参
加
費
（
小
学
生
一
人
）　
１
０

０
０
円
（
保
険
料
、
材
料
費
な
ど
。

４
月
23
日
㈰
ま
で
に
直
接
向
井
千

秋
記
念
子
ど
も
科
学
館
へ
）

申
込
み
・
問
合
せ

４
月
８
日
㈯
の
午

前
９
時
か
ら
、
同

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

と
き

３
月
23
日
㈭
　
午
後
６
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
５
階
５
０
１
会

議
室

定
員

15
人
（
先
着
順
）

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

※
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事

　
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
教
育
総
務
課
総
括
係（
℡

47

─

５
１
６
４
）

ホームページ

佐野大仏 観音寺
〒327-0015 栃木県佐野市金井上町2237

[mail] info@kuyounosato.com 

ペットと一緒に入れる区画ございます
永代樹木葬なら

資料請求（無料）▶☎0283-25-8535

佐野大仏 観音寺管理事務所/供養の郷（佐野商工会議所 正会員）

さ　  の 　だい    ぶつ かん　のん じ
・東武佐野市駅より徒歩8分
・佐野市駅より関東バス
  「佐野厄除け大師」バス停下車すぐ

合同墓
（1名様） 15

・佐野市駅より関東バス

15万円～
ペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございます

永代樹木葬なら

25-8535
・東武佐野市駅より

151515万～万円～～～永代樹木葬

佐野大仏 観音寺 ・佐野市駅佐野大仏 観音寺 ・佐野市駅佐野大仏 観音寺
0283 25

じ
・東武佐野市駅

永代樹木葬
えいたいじゅもくそう

佐野大仏 観音寺
資料請求（無料）▶☎

さ　  の 　だい    ぶつ

佐野大仏 観音寺
☎0283
かん　のん

佐野大仏 観音寺
0283

じ

えいたいじゅもくそう

ご見学会は土日も開催中！

ペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございます
永代樹木葬なら

25

151515
ペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございます

永代樹木葬なら

0283-25

151515
資料請求（無料）▶☎

ペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございます

☎0283
ペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございます

永代樹木葬なら

0283
永代樹木葬永代樹木葬永代樹木葬永代樹木葬永代樹木葬永代樹木葬

えいたいじゅもくそうえいたいじゅもくそうえいたいじゅもくそう

ご見学会ご見学会は土日も開催中！

合同墓
（1名様） 10

ホームページ

関東バス
「佐野厄除け大師」バス停下車すぐ

関東バス

8535
徒歩8

8535
より徒歩

10万円～

「佐野厄除け大師」バス停下車すぐ

8分

万円～～～

永代供養墓

ペットと一緒に入れる区画ございますペットと一緒に入れる区画ございます

8535

～～～～～～～～～～～～～～～

永代供養墓
えいたいくようぼ

853585358535853585358535
合同墓
（1名様） 101010101010101010万万万万万万万万万円円円円円円円円円～～～～～～～～～～～～～～～

永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓
えいたいくようぼえいたいくようぼ
永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓永代供養墓
えいたいくようぼえいたいくようぼえいたいくようぼ

◆親族のご負担がございません
◆後継者がいなくても大丈夫です
◆住職が永代にわたり供養いたします

151515万万万～～～～～～～～～～～～～～～151515151515永代樹木葬永代樹木葬永代樹木葬永代樹木葬永代樹木葬永代樹木葬
見学会見学会見学会ははは土日土日土日ももも開催開催開催中中中！！！

～～～～～～～～～～～～～～～151515万万万円円円151515合同墓 151515合同墓
（1名様）
合同墓
（1名様） 円円円

◆◆親族のご負担がございません親族のご負担がございません親族のご負担がございません親族のご負担がございません
◆◆◆◆後継者がいなくても大丈夫です後継者がいなくても大丈夫です後継者がいなくても大丈夫です後継者がいなくても大丈夫です
◆◆住職が永代にわたり供養いたします住職が永代にわたり供養いたします

◆宗旨・宗派は不問です
◆年間管理費が不要です
◆生前予約ができます

受付時間10：00～16：30

新しい お墓の
カタチ

新しい お墓の
カタチ

大好評

定休日：月曜日・木曜日

お
知
ら
せ

国
税
専
門
官

館
林
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

令
和
５
年
度
生

館
林
地
区
消
防
組
合

女
性
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

自
衛
官

ＨＰＨＰ

ＨＰＨＰ

ＨＰ

遺
跡
発
掘
作
業
員（
登
録
制
）

親
子
い
き
も
の
探
検
隊

教
育
委
員
会
定
例
会



16令和５年（2023）　　３月１日号

● マーク・・・健康マイレージ対象事業マ

緑
の
風
薫
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
事
業
ヘ

■
館
林
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会

高
齢
者
等
の
保
健
福
祉
の
向
上
に

関
す
る
事
業
へ

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱

そ
の
他
ヘ

■
１
０
０
万
円
　
㈱
内
山
製
作
所

　
代
表
取
締
役
　
内う

ち

山や
ま

進す
す
む

■
10
万
円
　
群
馬
県
ト
ラ
ッ
ク
協

　
会
館
林
支
部

■
10
万
円
　
館
林
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

　
ラ
ブ

■
ロ
ー
カ
ル
シ
テ
ィ
ボ
ー
イ
ズ
　

　
代
表
　
田た

部べ

井い

俊た
か
し

■
大お

お

出い
で

瑞み

月づ
き

（
敬
称
略
）

4
月
か
ら
、
市
民
へ
交
付
す
る

助
成
金
・
給
付
金
・
補
助
金
の
一

部
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
又
は
専
用
カ
ー
ド

に
記
載
さ
れ
た
二
次
元
コ
ー
ド
で

決
済
す
る
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨「
ぽ

ん
ち
ゃ
ん
Ｐペ

イ
ａ
ｙ
」
と
し
て
発
行

し
ま
す
。

登
録
店
舗
を
募
集
中

対
象
　
市
内
に
店
舗
・
事
業
所
な

ど
を
有
す
る
事
業
者

申
込
み
　
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
又

【広告】

問
合
せ
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
℡
72

─

１
３
２
１
）

　
家
族
以
外
の
第
三
者
に
住
民
票

や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
証
明
書
が
交

付
さ
れ
た
場
合
、
本
人
に
お
知
ら

せ
す
る
制
度
で
、
不
正
請
求
な
ど

の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

対
象
　
本
市
に
住
民
登
録
も
し
く

は
本
籍
が
あ
る
か
た
又
は
以
前
に

あ
っ
た
か
た

通
知
内
容

■
証
明
書
交
付
年
月
日

■
証
明
書
の
種
類
・
通
数

■
交
付
請
求
者
の
種
別
（
法
定
代

　理
人
又
は
第
三
者
）

登
録
の
有
効
期
限
　
無
期
限

提
出
書
類

■
本
人
申
請

申
込
書
、
身
分
証

　
明
書

■
代
理
人
申
請

申
込
書
、
申
込

　
者
か
ら
の
委
任
状
、
代
理
人
の

　
身
分
証
明
書

※
法
定
代
理
人
の
場
合
は
、
成
年

　
後
見
人
登
記
事
項
証
明
書
な
ど

申
込
み
　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
、
申

込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
及
び
必
要
書
類
を
、
直
接

又
は
郵
送
で
市
民
課
戸
籍
係
（
〒

３
７
４

─

８
５
０
１
　
市
役
所
内
）
へ

問
合
せ
　
同
戸
籍
係
（
℡
47

─

５

１
２
２
）

　
風
向
き
な
ど
に
よ
り
煙
や
灰
な

ど
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
拡
大
防
止
の
た
め
、
参
加
者
以

　
外
の
見
学
な
ど
は
ご
遠
慮
く
だ

　
さ
い

と
き
　
３
月
15
日
㈬
　
午
前
９
時

〜
正
午
頃

※
雨
天
、
強
風
の
場
合
は
３
月
17

日
㈮
に
延
期

と
こ
ろ

多
々
良
沼
公
園
北
側（
邑

楽
郡
邑
楽
町
）

問
合
せ

青あ
お

木き

雅ま
さ

夫お

さ
ん
（
多
々

良
沼
自
然
公
園
を
愛
す
る
会
　
℡

75

─

２
５
３
２
）
又
は
館
林
土
木

事
務
所
（
℡
72

─

４
３
５
５
）

　
就
業
を
希
望
す
る
高
齢
者
が
知

識
と
経
験
を
生
か
し
て
仕
事
を
す

る
こ
と
で
、
健
康
増
進
と
生
き
が

い
の
充
実
を
図
り
、
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
20
日
㈪
　
午
後
２
時

〜
３
時
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
西
公
民
館

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

は
申
請
書
（
商

工
課
及
び
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記

入
し
、
同
商
業

振
興
係
へ

市
内
事
業
者
向
け
説
明
会

と
き
　
３
月
15
日
㈬
　
午
前
10
時

〜
11
時
、
午
後
３
時
〜
４
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
３
号
室

申
込
み
　
直
接
会
場
へ

共
通
事
項

問
合
せ

　同
商
業
振
興
係
（
℡
47

─

５
１
４
７
）

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事

業
収
入
を
財
源
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
成
島
南
区
の

地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る
集
会
施

設
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

問
合
せ

　行

政
課
行
政
係

　（
℡
47

─

５

１
１
２
）

【広告】

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒374 － 0053　群馬県館林市赤土町 810 －１
☎ 0276 － 73 － 5011　Fax0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/

開業・決算・確定申告などの税金に関することなら

関東信越税理士会所属

あなたは大丈夫？　相続税のこと考えてますか？
悩む前にご相談を！（無料相談受付中　土・日・　可）

E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp

多
々
良
沼
の
ヨ
シ
焼
き

お
知
ら
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

ぽ
ん
ち
ゃ
ん
Ｐ
ａ
ｙ
が

始
ま
り
ま
す

宝
く
じ
の
助
成
金
で

集
会
施
設
を
整
備

登
録
型
本
人
通
知
制
度

市
へ
の
寄
附

ＨＰ 専用フォーム
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縦
覧

　
納
税
者
が
自
分
の
所
有
す
る
土

地
・
家
屋
の
評
価
額
に
つ
い
て
、

市
内
の
他
の
土
地
・
家
屋
の
評
価

額
と
比
較
し
て
適
正
か
ど
う
か
を

確
認
で
き
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、

土
地
・
家
屋
い
ず
れ
か
の
所
有
の

場
合
、
所
有
す
る
区
分
の
固
定
資

産
の
み
の
縦
覧
に
な
り
ま
す
。

期
間
　
４
月
３
日
㈪
〜
５
月
31
日

㈬
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

対
象
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
か
た
）

■
固
定
資
産
税
の
納
税
者
（
免
税

　
点
未
満
又
は
非
課
税
の
場
合
は

　
不
可
）
及
び
同
一
世
帯
の
親
族

■
納
税
者
の
委
任
を
受
け
た
代
理
人

■
納
税
管
理
人

縦
覧
内
容

■
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

　
地
番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額
）

■
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

　
地
番
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構

　
造
、
床
面
積
、
評
価
額
）

手
数
料
　
無
料

閲
覧

　
納
税
義
務
者
な
ど
が
自
分
の
資

産
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
（
１
月
１
日
現
在
）
の
内
容
を

閲
覧
で
き
る
制
度
で
す
。借
地
人
・

借
家
人
も
借
用
対
象
物
件
に
つ
い

【広告】

ず
子こ

（
下
三
林
町
）

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

会
長
表
彰（
永
年
勤
続
民
生
委
員
・

児
童
委
員
表
彰
）

小こ

林ば
や
し

榮え
い

治じ

（
尾
曳
町
）、中な

か

村む
ら

貞て
い

藏ぞ
う

（
西
美
園
町
）

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表
彰
）

堀ほ
り

越こ
し

一か
ず

孝た
か

（
下
早
川
田
町
）

県
知
事
表
彰
（
民
生
委
員
・
児
童

委
員
功
労
章
）

小こ

林ば
や
し

幸さ
ち

江え

（
代
官
町
）、堀ほ

り

越こ
し

一か
ず

孝た
か

（
下
早
川
田
町
）

県
知
事
表
彰
（
民
生
委
員
・
児
童

委
員
勤
続
章
）

谷や

津つ

喜き

代よ

美み

（
本
町
三
丁
目
）、関せ

き

本も
と

初は
つ

枝え

（
仲
町
）、二ふ

た

渡わ
た
り

隆た
か

代よ

（
広

内
町
）、髙た

か

栁や
な
ぎ

忠た
だ

夫お

（
城
町
）、田た

口ぐ
ち

正ま
さ

夫お

（
尾
曳
町
）、阿あ

部べ

宇さ
か
え

（
尾
曳

町
）、塚つ

か

田だ

了り
ょ
う

右す
け

（
加
法
師
町
）、早は

や

川か
わ

愛あ
い

子こ

（
大
島
町
）、岡お

か

部べ

さ
か
江え

（
緑
町
一
丁
目
）、石い

し

島じ
ま

隆た
か

子こ

（
大

谷
町
）、菊き

く

地ち

泰ひ
ろ

子こ

（
大
谷
町
）、小こ

島じ
ま

早さ

苗な
え

（
木
戸
町
）

県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰（
民

生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
）

亀か
め

山や
ま

み
ち
子こ

（
大
街
道
三
丁
目
）

県
知
事
感
謝
状
（
保
護
司
）

栗く
り

原は
ら

利と
し

子こ

（
苗
木
町
）

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員

長
感
謝
状

新に
い

部べ

正ま
さ

枝え

（
代
官
町
）

前
橋
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

飯い
い

塚づ
か

琴こ
と

子こ

（
松
原
二
丁
目
）

　（
敬
称
略
）

法
務
大
臣
表
彰
（
保
護
司
）
　

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員

長
表
彰

奈な

良ら

与よ

志し

則の
り

（
美
園
町
）

関
東
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

松ま
つ

本も
と

善ぜ
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
大
島
町
）

前
橋
保
護
観
察
所
長
表
彰

堀ほ
り

口ぐ
ち

哲て
つ

哉や

（
羽
附
町
）

県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰

　

栗く
り

原ば
ら

昇の
ぼ
る

（
朝
日
町
）

県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

近こ
ん

藤ど
う

弘ひ
ろ

美み

（
緑
町
一
丁
目
）、原は

ら

春は
る

江え

（
日
向
町
）、亀か

め

田だ

敦あ
つ

子こ

（
赤
生

田
本
町
）

県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰（
保

護
司
功
労
者
）

相あ
い

川か
わ

敏と
し

雄お

（
北
成
島
町
）

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

会
長
表
彰
（
永
年
勤
続
単
位
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰
）

堀ほ
り

越こ
し

一か
ず

孝た
か

（
下
早
川
田
町
）

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

会
長
表
彰
（
永
年
勤
続
単
位
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
役
員
表
彰
）

横よ
こ

山や
ま

紀き

美み

子こ

（
本
町
二
丁
目
）

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

会
長
表
彰
（
民
生
委
員
・
児
童
委

員
功
労
者
表
彰
）

野の

本も
と

弘ひ
ろ

美み

（
富
士
見
町
）、河こ

う

野の

た

て
記
載
さ
れ
た
部
分
を
閲
覧
で
き

ま
す
。

期
間
　
通
年
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

対
象
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
か
た
）

■
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
及

　
び
同
一
世
帯
の
親
族

■
納
税
義
務
者
の
委
任
を
受
け
た

　
代
理
人

■
納
税
管
理
人

■
借
地
人
・
借
家
人

閲
覧
内
容
　
固
定
資
産
課
税
台
帳

（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
の

名
寄
帳
な
ど

手
数
料
　
３
０
０
円

※
縦
覧
期
間
中
は
無
料
。
た
だ
し
、

　
写
し
が
必
要
な
場
合
は
１
枚
に

　
つ
き
10
円
が
か
か
り
ま
す

共
通
事
項

と
こ
ろ
　
税
務
課
資
産
税
係

持
参
す
る
物

本
人
確
認
書
類（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
顔
写
真

が
あ
る
も
の
は
１
点
、
保
険
証
な

ど
顔
写
真
が
な
い
も
の
は
２
点
）

※
代
理
人
の
場
合
は
、
納
税
義
務

　
者
な
ど
か
ら
の
委
任
状
が
必
要

　
で
す

※
借
地
人
・
借
家
人
は
、
権
利
を

　
証
明
す
る
契
約
書
な
ど
が
必
要

　
で
す

問
合
せ
　
同
資
産
税
係
（
℡
47-

５
１
０
８
）

【広告】

表
彰
状
・
感
謝
状

川
かわ

島
しま

陽
よう

子
こ

（岡野町）

令
和
５
年
度

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

百獣の猫

009900--22008844--88440099

お気軽にご連絡
　ご利用ください！

TEL

板倉町下五箇678-1
代表  荒井由香

お墓のクリーニング

（簡易清掃付）

葬儀参列代行

お墓参り代行



18令和５年（2023）　　３月１日号

　親子麦踏み体験が下三林町の畑で行われ、19人

の親子が参加しました。参加者はビールの原料と

なる苗を一列に並んで踏み、ＪＡ邑楽館林の職員

の解説を熱心に聞いていました。体験後は、サン

トリーのビール工場　（千代田町）を訪れ、地元で

収穫された麦がビールになる工程を学びました。

子で麦踏み体験＆工場見学親 Date：１月２８日

　たてばやしシャトルマラソンが城沼周辺及びつ

つじが岡公園で開催されました。毎年、市外・県

外からも多くの参加者を集める同大会も今年で50

回目の節目を迎え、３年ぶりの開催となりました。

参加者は４つの部門に分かれ、沿道から聞こえる

たくさんの声援を力に完走を目指しました。

るって気持ちいい走 Date：２月１２日

　チャンバラ合戦ＩＫＵＳＡinつつじが岡公園が

開催されました。舞台となる大芝生広場を小牧・

長久手の戦いに見立て、参加者は羽
は

柴
しば

秀
ひで

吉
よし

軍と榊
さかき

原
ばら

康
やす

政
まさ

軍に分かれて戦いました。全滅戦・大将戦

などルールを変えながら戦い、午前の部は榊原軍

が勝利。最後は互いの健闘をたたえ合いました。

林で天下分け目の大戦館 Date：１月２８日

19

　第45回市芸術文化祭「郷土芸能発表大会」が三

の丸芸術ホールで３年ぶりに開催されました。八

木節、ささら、神楽、和太鼓の15団体が日頃の練

習の成果を発表。出演した子どもたちは、地域に

受け継がれる伝統芸能をベテランの演者と観客に

見守られながら一生懸命披露していました。

「令和４年度日本遺産「里沼」セミナー」が文

化会館小ホールで開催され、約80人が参加しまし

た。里沼をテーマにした楽曲「里沼の記憶」の動

画の上映と解説の後、本市の取り組みや日本遺産

認定地である宇都宮市、笠間市、行田市の事例を

紹介。参加者は真剣に耳を傾けていました。

域の伝承を後世へ

本遺産を活かしたまちづくり

地

日

Date：２月１２日

Date：１月２９日

　日本遺産「里沼」感動体験創出プロジェクトに

役立ててほしいと、信金中央金庫が実施する「Ｓ

ＣＢふるさと応援団」として、1,000万円の寄附

をいただきました。今後も、着地型観光の振興や

地域活性化による交流人口・定住人口の増加、持

続可能なまちづくりなどに取り組んでいきます。

金中央金庫から寄附信 Date：２月８日

　広報写真展が市役所市民ホールで行われました。

この展示は、昨年のイベントを広報紙に掲載され

た写真とともに振り返るものです。昨年はアフタ

ーコロナを見据えて、３年ぶりに開催されたイベ

ントも多く、訪れたかたは、賑
にぎ

わう催しやいきい

きとした姿の写真に見入っていました。

年を写真で振り返り一 Date：２月１３日～２４日



20令和５年（2023）　　３月１日号

定例相談

※費用は無料です

相談名 とき ところ 問合せ

ヘルスアップ相談 ３月７日㈫
午後１時30分～２時30分 保健センター 健康推進課

（℡74 - 5155）

こころの健康相談（予約制） ３月９日㈭
午前10時～11時30分 市役所 101Ａ相談室 社会福祉課

（℡47 - 5128）

ストレス・こころの相談（予約制） ３月２日㈭
午後１時30分～３時 館林保健福祉事務所（℡72 - 3230）

ＨＩＶ相談（予約制） ３月７日㈫・14日㈫
午前10時～11時 館林保健福祉事務所（℡72 - 3230）

高齢者の介護・福祉相談 月～金曜日
午前８時30分～午後５時15分

各高齢者あんしん相談センター
▪クローバー荘（℡77 - 1165）
▪新橋 （℡75 - 3013）
▪東毛光生園 （℡72 - 2060）
▪社会福祉協議会（℡60 - 5670）

高齢者なんでも相談
　（60歳以上対象）

月～金曜日
（第１・３月曜日を除く）
午前10時～正午、午後１時～３時

老人福祉センター（℡74 - 5342）

認知症カフェ
　（オレンジカフェぽんちゃん）

３月９日㈭・22日㈬
午後１時30分～３時 老人福祉センター 高齢者支援課

（℡47 - 5131）

医療・介護・福祉相談　（予約制） 月～金曜日
午前８時30分～午後５時15分 公立館林厚生病院地域連携室 （℡72 - 3140）

障がい者（児）歯科診療　（予約制） 火・木・金曜日、第２・４土曜日
午前９時～正午、午後２時～５時 館林邑楽歯科保健医療センター（℡73 - 8818）

成年後見制度の相談 月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時 総合福祉センター 社会福祉協議会

（℡75 - 7111）

ふくしの総合相談窓口 月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時 総合福祉センター 社会福祉協議会

（℡75 - 7111）

心配ごと相談 第１・３日曜日、第２・４火曜日
午前９時30分～正午 総合福祉センター 社会福祉協議会

（℡75 - 7111）

法律相談（予約制）
※１週間前の月曜日午前９時から
　受け付けます

第１～４火曜日
午前10時～11時30分 総合福祉センター 社会福祉協議会

（℡75 - 7111）

婚活相談（予約優先）
※１週間前の金曜日午前９時から
　受け付けます

男性：第２日曜日
女性：第４日曜日
午後１時～４時

総合福祉センター 社会福祉協議会
（℡75 - 7111）

外国人相談 第２・４火曜日（祝日の場合は
前週）　正午～午後３時 市役所市民ホール 市民協働課

（℡47 - 5120）

消費生活相談 月～金曜日（祝日を除く）　
午前９時～正午、午後１時～４時 消費生活センター（℡72 - 9002）

年金相談（予約制）
※１週間前の木曜日午前９時30分　
　から受け付けます

３月16日㈭
午前10時～午後３時　　　 市役所 502 会議室 保険年金課

（℡47 - 5139）

出張サポートステーション
（予約制。50歳未満対象）

第２・４水曜日（祝日を除く）
午前10時～午後４時 郷谷公民館

ぐんま若者サポートステー
ション東毛常設サテライト
（℡57 - 8222）

労働相談（予約制） 月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時15分

東部県民労働相談セン
ター

ぐんま県民労働相談センター
（℡0120 - 54 - 6010）

働く人のメンタルヘルス相談
（予約制）

第２・４火曜日（祝日を除く）
午後１時～４時 県労働政策課（℡027 -226 - 3008）

夜間納税相談 毎週月曜日（祝日を除く）
午後７時まで 納税課収納係（℡47 - 5110）
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内　　　科 外　　科

３
月

５日
い た く ら 内 科
板倉町朝日野
℡ 70‒4080

小児科おぎわら
大泉町坂田（小児科のみ）
℡ 61‒1133

堀 井 乳 腺 外 科
北成島町
℡ 55‒2100

12日
ご が 内 科

栄町
℡ 73‒7587

星 野 こ ど も
楠町（小児科のみ）
℡ 70‒7200

夜間急病診療所
新栄町

℡ 73‒2313

19日
森 下 内 科 医 院

花山町
℡ 73‒7776

小 西 医 院
千代田町赤岩西
℡ 86‒2261

田 沼 整 形 外 科
邑楽町中野
℡ 88‒9223

21日
加 藤 医 院
邑楽町光善寺
℡ 89‒1031

長谷川クリニック
松原二丁目
℡ 80‒3311

高 木 整 形 外 科
大泉町いずみ（午前のみ）

℡ 62‒6611

26日
さ く ま 内 科
松原二丁目
℡ 55‒2500

た け い 小 児 科
北成島町（小児科のみ）
℡ 76‒2525

井 上 整 形 外 科
板倉町板倉
℡ 82‒1131

４
月
２日

お う ら 病 院
邑楽町篠塚
℡ 88‒5678

真 中 医 院
本町三丁目
℡ 72‒1630

川 島 脳 外 科
岡野町

℡ 75‒5511

※変更になる場合がありますので、必ず電話で確認してから受診してください
※時間外・夜間などは受診できる病院などを紹介します。救急テレホンサービス（℡73 ‒ 5699）へ

■健康・医療・介護・育児・
　メンタルヘルスの相談
■医療機関情報の提供など
■市内に住所のあるかたが、
　ご利用できます

たてばやし健康ダイヤル
～困ったときは～

夜間
夜間急病診療所（内科・小児科）
夜間急病診療所（診療時間午
後７時～10時）は、休診して
いますので、ご了承ください。
緊急時
公立館林厚生病院
 成島町 2 6 2 ‒  １　℡72 ‒ 3140
※電話で確認後、受診
※日曜日や祝日も内科・外科
　は行っています（急患のみ）

フリーダイヤル

３月５日～４月２日　
診療時間　午前９時～午後５時

お子さんはどんな子？
食いしん坊で「うまっ！」っ
て言うくらいご飯が大好き♪
家族からひと言
これからも笑顔たくさんで元
気に育ってね！大好きだよ♡

お子さんはどんな子？
車が大好きで最近「ぶーぶー」
と言えるようになりました！
家族からひと言
わたしたちの宝物！いつもあ
りがとう♡

お子さんはどんな子？
よく笑って、よく動く子！
家族からひと言
パパ、ママは幸せだよ！大好
き！

石
いし

山
やま

紘
ひろ

也
や

くん（大街道二丁目）井
い

野
の

口
ぐち

夕
ゆ

夏
な

ちゃん（成島町） 田
た

中
なか

湊
みなと

くん（新栄町）

耳　鼻　科 歯　　科
３月５日 川田耳鼻科（仲町　℡72‒3314）
　　19日 川村耳鼻科（新宿一丁目　℡72‒1337）
４月２日 板倉耳鼻科（板倉町海老瀬　℡80‒4333）　　

診療時間
午前９時～午後１時

館林邑楽歯科保健医療センター
  （苗木町2622 ‒ 1 　℡73 ‒8818）
 診療時間 午前９時～正午

お子さんの写真を募集中！
掲載希望のかたは、右の二次元コードから、
メールで必要事項を記入してご応募ください。チャイどる



休館日　３日㈪・10日㈪・17日㈪・24日㈪
開館時間　午前10時～午後５時　対象 乳…乳幼児　小…小学生

問合せ
各地域子育て支援センター
■長良保育園内（℡72 ‒ 2118）
■美園保育園内（℡72 ‒ 2117）
■聖ルカ保育園内（℡73 ‒ 8722）
■ももの木保育園内（℡74 ‒ 4865）
■総合福祉センター内（℡070 ‒3626‒
  7111)
※いずれも参加費無料

とき　４月20日㈭
午前10時～11時30分
ところ　美園保育園
対象　妊婦さん
※里帰り中のかたや生後４か月まで
の子どもがいるママも参加できます
定員　５組（先着順）
内容　ガラガラおもちゃ作り、手作
りおもちゃと絵本の紹介、交流会
申込み　３月８日㈬の午前９時30分
から、美園保育園地域子育て支援セ
ンターへ

地域子育て支援センターは、子育てに関する情報交換や、親子そろって友達づ
くりをする場です。子育てに悩んでいるかたは、ぜひ遊びに来てみてください

児童センター ℡73 ‒ 1522
【今月の遊び】ストーンアート 10：00～ 17：00

乳
こいのぼり 14日㈮ 10：30～ 11：15

手形アート（こいのぼり） 20日㈭ 15：00～ 15：30

小 ハンカチおとし 8日㈯ 14：30～ 15：00

西児童館 ℡75 ‒ 4311
【今月の遊び】幸せにはばたけ！青い鳥 10：00～ 17：00

乳
みんな集まれ！アンパンマン 5日㈬

10：30～ 11：00
手形アート 19日㈬

小 飛行機レース 5日㈬ ①13：30～ 14：00
② 15：00～ 15：30

赤羽児童館 ℡72 ‒ 4155
【今月の遊び】こいのぼりバッグ 10：00～ 17：00

乳
手形アート 12日㈬

10：30～ 11：00
こいのぼり工作 26日㈬

小 チョークで大きな絵を描こう 21日㈮ 15：30～ 16：30

離乳食教室
とき　４月12日㈬　午前10時50分～
11時15分
ところ　聖ルカ保育園
定員　５組（抽選）
内容　見て学ぶ離乳食の進め方と悩
み相談
講師 上

か

遠
どお

野
の

晃
あき

子
こ

さん
（管理栄養士）、後

ご

藤
とう

亜
あ

衣
い

さん（栄養士）
エコバッグにデコパージュをしよう！
とき　４月14日㈮
①午前９時45分～
10時30分

②午前10時45分～
11時30分　　　　　

ところ　美園保育園
定員　各４組（先着順）
内容　お好きな柄のペーパーナプキ
ンを、無地のエコバッグに貼り付け
ます

共通事項
対象　市内在住の乳幼児と保護者
申込み　３月８日㈬の午前９時30分
から、直接又は電話で各地域子育て
支援センターへ

認定こども園化に伴い、長良保育
園と北幼稚園が統廃合されることに
なりました。そのため、長良保育園
内の地域子育て支援センターは３月
末に閉所となります。
　施設利用は３月24日㈮まで、育児
相談は３月31日㈮までです。
問合せ　長良保育園地域子育てセン
ター

たぬきサロン

育児講座

子育て支援センター

４月の児童館だより

22令和５年（2023）　　３月１日号

※各イベントは定員10人程度（先着順）です
※【今月の遊び】には定員はありません

イ ベ ン ト 情 報
カップクレープ作り（児童センター）
とき　３月25日㈯　午後１時30分～３時30分
対象　中学生、高校生
定員 15人程度（先着順）
参加費　無料
申込み　当日午後１時から、直接同センターへ
スプリングコンサート（赤羽児童館）
とき　３月26日㈰　午前10時15分～11時30分
対象　市内在住の乳幼児と保護者、小学生
定員 20人程度（先着順）
内容　エレクトーン演奏、レクリエーション
申込み　３月11日㈯の午前10時から、直接同館へ
※コンサート当日の午前中は遊べません。正午から遊
　べます

お知らせ

相談の種類 とき 時間 ところ 問合せ

家庭教育相談 ７日㈮・21日㈮ 午後１時30分～４時 城沼公民館 生涯学習課（℡47 - 5166）

母乳育児相談
対象：１歳未満
児と母親

12日㈬ 午前９時45分～10時35分、
午前10時45分～11時35分 保健センター

３月６日㈪から予約開始
健康推進課母子保健係（℡74 - 5155）
※授乳があるため男性のかたは来所をお控
　えください

子育て相談 月～金曜日
（祝日を除く）

午前９時30分～午後０時
30分、
午後１時30分～４時30分

美園保育園
総合福祉センター

各地域子育て支援センター
美園保育園内（℡72 - 2117）
総合福祉センター内（℡070 - 3626 - 7111）

午前９時～午後０時30分、
午後２時～４時30分

聖ルカ保育園
ももの木保育園

各地域子育て支援センター
聖ルカ保育園内（℡73 - 8722）
ももの木保育園内（℡74 - 4865）

家庭児童相談 月～金曜日
（祝日を除く）

午前９時～正午、
午後１時～５時 子育て支援課（℡47 - 5137）

女性相談 月～金曜日
（祝日を除く）

午前９時～正午、
午後１時～４時 子育て支援課（℡47 - 5137）

ひとり親
自立支援相談

月～金曜日
（祝日を除く）

午前９時～正午、
午後１時～４時 子育て支援課（℡47 - 5135）

子ども相談
　（電話相談）

月～金曜日
（祝日を除く）

午前９時～正午、
午後１時～５時 市民センター こども相談室（℡73 - 4152）

※来所相談は予約制

　seishonen@city.tatebayashi.gunma.jp子ども相談
　（メール相談） 随時受付

子どもの
総合相談

月～金曜日
（祝日を除く）午前９時～午後５時 総合福祉センター 社会福祉協議会（℡75 - 8111）t.kodomo@snow.ocn.ne.jp

子ども医療
電話相談（#8000）

月～金曜日 午後６時～翌午前８時 短縮番号「＃ 8000」
又は℡03 - 6735 - 8835
（担当：県医務課）日曜日、祝日、

年末年始 24時間受付

名称 とき 対象

４か月児 25日㈫ Ｒ４．12月生

10か月児 26日㈬ Ｒ４．６月生

１歳６か月児 20日㈭ Ｒ３．９月生

２歳児歯科 17日㈪ Ｒ３．２月生

３歳児 14日㈮ Ｒ１．11月生

受付時間　午後１時～１時30分
※１歳６か月児・２歳児歯科・３歳児は、受付時間が
　午後１時～１時45分（２部制）になります。対象者
　には個別にお知らせします
ところ・問合せ　保健センター（℡ 74 - 5155）

離乳食教室～見て学ぶスタート編～
とき　４月27日㈭　午前10時～11時
対象　妊婦又は生後７か月未満の乳児の保護者
定員 10組（申込み多数の場合は初めてのかた優先）
内容　離乳初期に適した離乳食の実演と試食
持参する物　母子健康手帳、子守り帯、バスタオル
※試食は保護者のみ
ママパパ学級～沐浴講習～
とき　４月18日㈫　午後１時～２時30分
対象　妊婦（６・７月出産予定のかた）とその夫又は家
族（申込み多数の場合は初産のかた優先）
定員 15組（先着順）
内容　沐浴についての講話・実習
共通事項
ところ　保健センター
参加費　無料
申込み・問合せ　３月13日㈪から、同母子保健係（同セ
ンター内　℡74 - 5155）へ

４月の離乳食教室・ママパパ学級

４月の子育て相談

４月の乳幼児健診

令和５年度乳幼児健診・各種教室日程
　市ホームページに掲載するほか、保健センター、
子育て支援センター、公民館、市役所で配布します。
乳幼児健診は、１か月前に母子保健推進員が個別に
ご案内します。
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“

　２月５日㈰、栃木県足利市を会場に「令和４年度 
日本遺産シンポジウムin足利～人を育み “日本” を支
える両毛３都～」が開催されました。両毛３市は、足
利市 ･桐生市 ･館林市からなり、シンポジウム開催は、
館林市、桐生市の順に今回が３回目となります。
　第１部は、映像による両毛３市の日本遺産ストーリ
ー紹介。第２部は、足利カンマーオーケスターによる
弦楽五重奏披露。第３部は、『日本遺産で人を育みあお
う』をテーマに両毛３市長パネルディスカッションを
行いました。パネルディスカッションでは、両毛３市
をはじめ関東エリアまで拡大した日本遺産連携の強化
について共通認識を図りました。

百年小麦の麦踏み体験

館林のブランド小麦「百年小麦」

　２月７日に百年小麦ブランド化委員会メンバー、館
林商工高校の「百年小麦ＰＲ班」や多々良保育園児が
参加し、昨年12月に小麦の種まき体験を行った場所で、
生産過程で重要な「麦踏み」を行いました。
　麦踏みとは、麦の芽を踏みつける作業の事です。霜
柱による害を防ぎ根の張
りを良くして成長後の倒
伏を防ぐことができるた
め、館林では１月～２月
に麦踏みが行われていま
す。この工程を経て黄金
色の麦穂が実るので、６
月の収穫期が楽しみです。
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問商工課商業振興係（℡47-5147）

®

市史編さんセンター
（℡76 ─ 7651）
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か
ら
北
太

平
洋
を
横
断
、
南
北
ア
メ
リ
カ
を
経

て
、
大
西
洋
を
渡
り
、
北
ア
フ
リ
カ
・

南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
中
東
・
イ
ン
ド
・

タ
イ
・
台
湾
を
通
っ
て
、
10
月
20
日
、

羽
田
に
帰
着
し
ま
し
た
。
飛
行
距
離

５
万
２
８
６
０
㎞
、
飛
行
時
間
１
９

４
時
間
で
し
た
。
昭
和
12
年
の
同
じ

く
国
産
機
「
神
風
」
の
東
京
・
ロ
ン

ド
ン
間
飛
行
（
朝
日
新
聞
社
）
に
次

ぐ
快
挙
に
、
日
本
中
が
大
き
く
沸
き

立
ち
、
記
念
誌
や
絵
は
が
き
・
詩
・

歌
な
ど
が
作
ら
れ
ま
し
た
。「
ニ
ッ
ポ

ン
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
も
回
る
計

画
で
し
た
が
、
9
月
1
日
の
ド
イ
ツ

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
に
よ
っ
て
予
定

を
変
更
、
南
欧
三
国
訪
問
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
時
代
は

世
界
戦
争
へ
の
道
を
進
ん
で
い
ま
し

た
。「
ニ
ッ
ポ
ン
」
も
、
海
軍
の
九
六

式
爆
撃
機（「
中
攻
」
と
呼
ば
れ
た
）

を
改
装
し
た
も
の
で
す
（「
神
風
」

は
陸
軍
機
）。同
爆
撃
機
は
日
中
戦
争

で
は
重
慶
な
ど
へ
の
爆
撃
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
奉
納
額
に
は
、「
飛
行
安
全
成

就
祈
願
報
賽さ

い

」
と
書
か
れ
た
紙
片
が

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
祈
願
が
か

な
え
ら
れ
た
こ
と
へ
の
お
礼
の
意
味

で
す
。
ど
な
た
か
関
係
者
が
館
林
に

住
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

213回

　「ニッポン」世界一周記念奉納額
尾曳稲荷神社（尾曳町）所蔵

令和５年（2023）　　３月１日号

令和４年度　
日本遺産シンポジウム in 足利

両毛3市連携事業

百年小麦サイト里沼サイト

問文化振興課日本遺産推進係（℡71-4111）

日本遺産「里沼」 ―「祈り」「実り」「守り」の沼が
　磨き上げた館林の沼辺文化―

　皆さんこんにちは！たてばやし５つのゼロ
宣言を勉強中の「ゼロ子」です。
　家庭の食品ロスの中で、野
菜は捨てられやすい食材の一
つになっています。皮の過剰
除去、傷んで廃棄となってし
まう野菜がたくさんあります。
家庭の食品ロスを減らすため
に、つい捨ててしまいがちな
食材の活用術を紹介します。少しの工夫でり
っぱな副菜に変身します！ぜひお試しください。
　【大根の皮の塩昆布あえ】
①大根の皮は繊維を断つように斜めに千切り
②切った大根の皮を電子レンジで加熱
③②と塩昆布、ごま油をあえて完成！
　今回のレシピの他にも消費者
庁では食品ロス削減レシピを紹
介しています。右の二次元コー
ドからアクセスしてみてください。

【エコシティmini～たてばやし５つのゼロ版～】
宣言５　食品ロス「ゼロ」

【もったいない！～食材の活用術～】

実在業者を騙る偽ＳＭＳ・メールに警戒を！ 

▶事例 「支払方法に問題がある」、「不正利用を
確認した」、「アカウントで異常動作が検出された」、
　「お客様宛にお荷物のお届けにあがりましたが不
在のため持ち帰りました。下記よりご確認くださ
い」、　「支払いが滞っている」、「通信サービスの停
止と契約解除通告のお知らせ」、「携帯電話料金未
納のため、今日までに〇〇万円を支払うように」、
　「未払いの税金がある」などのメールやＳＭＳが
届きＵＲＬをクリックし、個人情報やカード番号
を入力。その後、カード会社から「不正な利用が
確認された」と連絡があった。５万円ほどの買い
物をされていた。
▶アドバイス パスワードの使い回しはやめまし
ょう。クレジットカードの利用明細は必ず確認し
ましょう。ブックマークした正規のＵＲＬや正規
のアプリからアクセスすることを日頃の習慣にし
ましょう。
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Vol.58 Vol.105

Vol.149

作り方
①ジャガイモ、ニンジンは食べやすい大きさ
　に切る
②鍋に①を入れて、材料が浸るくらいの水を
　入れやわらかくなるまで煮る
③火が通ったら、軽く油を切ったツナ缶と調
　味料を入れ、塩で味を整える

煮物が苦手な子どもも、ツナが入るのでおいしく
食べられます。カレーの風味が食欲をそそります。

問合せ　消費生活センター（市民センター分室内
℡72 - 9002 月～金曜日の午前９時～正午、午後
１時～４時）

材料（４人分） 一人前当たり146kcal

■ジャガイモ
■ニンジン
■ツナ缶
■カレー粉

中２個
１/3本
１缶
少々

消費者庁公式キッチン
（クックパッド）

■砂糖
■ケチャップ
■食塩

少々
大さじ2/3

適量



問
図
書
館
（
℡
74-

２
３
４
６
）

図
書
館
Ｈ
Ｐ

　星座を元に作られた、古代
ギリシアの神々や英雄たちの
物語を収録した一冊。今夜見
える星には、どんな物語があ
るのでしょうか。（児童書）

　世界の華やかな民族衣装が、
日常で自然に着られるコーデ
を紹介。この春は、いつもと
違ったファッションに挑戦し
てみませんか。（一般書）

星
ぼ
し
で
め
ぐ
る

　ギ
リ
シ
ア
神
話

都
会
で
着
こ
な
す

　世
界
の
民
族
衣
装

著
／
百
々
佑
利
子

絵
／
花
松
あ
ゆ
み

出
版
／
岩
波
書
店

編
／
主
婦
の
友
社

出
版
／
主
婦
の
友
社

休館日（３～４月上旬）
３月６日㈪・13日㈪・20日㈪・22日㈬・27日㈪・31日㈮・
４月３日㈪

①～③は参加費無料、①は当日整理券配布
（ただし②以外は、大人（高校生以上）は別途入館料がかかります）

※３月５日㈰、４月２日㈰は家庭の日のため入館無料
問向井千秋記念子ども科学館（℡75 - 1515）

26令和５年（2023）　　３月１日号

科
学
館
Ｈ
Ｐ

※上映時間はいずれも午後２時～、参加費無料

お知らせ

　　　　　　

①サイエンスショー「ミニっとアラカルト」
とき　３月12日㈰・26日㈰　午後１時50分～（30分）
定員　各30人（先着順）
②夜間天体観望会「オリオン大星雲を見よう」
　とき　３月18日㈯　午後７時～、午後７時40分～
　　（いずれも星座解説15分、屋外観察30分）
　※小学生以下は保護者同伴
③公開天文台
　とき　３月19日㈰　午後１時50分～　（30分）
④科学講座「化石レプリカづくりで太古のロマンを　
　感じてみよう」
とき　４月22日㈯　午前９時30分～正午

　対象　小学生以上（小２以下は保護者同伴）
　定員 12人（先着順）
　参加費　300 円（材料費・保険料）
　申込み　４月１日㈯の午前９時から同館ＨＰへ
⑤プラネタリウム番組　「ＨＡＹＡＢＵＳＡ　ＢＡＣＫ
　ＴＯ　ＴＨＥ　ＥＡＲＴＨ」（ロングバージョン）
　期間　３月中の土・日曜日、祝日、及び３月28日
　㈫～31日㈮　午後３時50分～（45分）
　観覧料　高校生以上 550円、小中学生 220円

期日 上映タイトル

３月15日㈬ まく子

３月18日㈯
帽子

３月19日㈰

４月１日㈯
梅切らぬバカ

４月２日㈰

児童読書感想画展

とき ３月１日㈬～12日㈰　※休館日を除く

桜カフェ

とき　３月25日㈯・26日㈰　午前10時～午後４時
内容　ドリップコーヒー・紅茶　各100 円、ジュ
ース　50円（ともに菓子付き）の販売

※荒天中止

春の大人のための朗読会（ゆうの会）

とき　３月26日㈰　午後１時30分～３時30分
申込み ３月７日㈫の午前９時から

【参加者募集】
コース 対象 定員 内容 参加費（円）

⑴

科
学
ク
ラ
ブ

基礎A

小学３・４年生

各24人

実験・工作を通して
身近な科学を学ぶ 2,200

⑵ 基礎 B

⑶
応用

自然
小学５・６年生

フィールドワーク
を通して自然や環
境を学ぶ

2,500

⑷
応用
天体

屋外観察・プラネ
タリウムを通して
天体を学ぶ

⑸ 発展 中学生
高校・大学・企業
と連携し、幅広く
科学を学ぶ

2,200

⑹ 里沼
市内小学４～

中学３年生

18人

（先着順）
日本遺産の里沼に
ついて探求する 1,000

⑺
教育用ロボ

ット講習
小学３年生～ ４人

ロボットの組み立
て・基本的プログ
ラム作成

4,000

※一部の講座は、申込み多数の場合は抽選
申込み　⑴～⑹は同館ＨＰ、⑺は３月31日
㈮の午後５時までに右の二次元コードへ
※詳しくは同館ＨＰへ

群馬ロボット
夢工房

文化施設ＨＰ

■第一資料館　３月６日㈪・13日㈪・20日㈪・22日㈬・27日㈪・
31日㈮・４月３日㈪・℡74 - 4111
■田山花袋記念文学館　３月６日㈪・13日㈪・20日㈪・22日㈬・
27日㈪・４月３日㈪・℡74 - 5100
■文化会館　３月13日㈪・℡74 - 4111
■三の丸芸術ホール　３月13日㈪・℡75 - 3030

　この碑は昭和63年（1988）度から平成３
年（1991）度の城沼北岸遊歩道整備で文学
の小径

みち

に建てられた、俳人吉
よし

田
だ

冬
とう

葉
よう

の句碑
です。碑には尾曳伝説とつつじが岡公園を
詠んだ「狐火のもゆる尾曳のつつじ哉」の
句が記されています。冬葉は岐阜県出身で、
俳誌「獺

だっ

祭
さい

」の創刊・主宰などをした、大
正から昭和期の俳人です。

吉田冬葉句碑

当郷町（文学の小径内）

問市史編さんセンター
（℡76 - 7651）

83

施
設
休
館

３
〜
４
月
上
旬

市民歩け歩け大会
とき　４月16日㈰　午前８時30分赤羽公民館集合～
正午（予定）
※小雨決行、荒天中止
ところ　赤羽地区（約10㎞）
対象　ウオーキング愛好者
※小学３年生以下は保護者同伴
定員 60人（先着順）
参加費　無料
持参する物　飲み物、雨具、帽子
※お持ちのかたは、健康マイレージカード
申込み　３月14日㈫～４月10日㈪の午前９時～午後
８時に電話で同アリーナへ

硬式テニス　レッスン生募集
とき　４月１日㈯から毎月第１～４土曜日　午前10
時～11時30分（８月は休み）
ところ　市営テニスコート（市民体育館北側）
対象　新小学３年生～中学３年生
参加費　月額 1,000 円
※申込時に 1,570 円（年額保険料）が別途必要
申込み　３月18日㈯から現地へ
※年度途中からの申し込みも可
問合せ　教室当日に現地スタッフ又は松

まつ

本
もと

和
かず

久
ひさ

さん
（市テニス協会　℡ 080 - 5499 - 2160）へ

問スポーツ振興課（ダノン城沼アリーナ内　℡74 - 2611）

休館日　３月27日㈪
※３月５日㈰、４月２日㈰は家庭の日のため施設使用料無料

（照明代などは除く）
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　昭和60年（1985）の善導寺移転に伴う発掘調査で、
榊
さかき

原
ばら

康
やす

勝
かつ

の墓石の下から発見された骨壺です。康勝
は、テレビなどでも再注目されている徳川四天王・
榊原康

やす

政
まさ

の子で、２代目館林藩主を務めた人物です。
元
げん

和
な

元年（1615）の大坂夏の陣の帰り道、病を患い
京都で亡くなりました。出
土した骨壺の高さはおよそ
10㎝ととても小さく、中に
は康勝の下あごと歯の骨と
見られるものが入っていま
した。資料館では、この骨
壺の複製品を１階に展示し
ていますので、ぜひ間近で
ご覧ください。
※入館無料

展示資料紹介

「榊原康勝の骨壺」

問第一資料館（℡74 - 4111）

榊原康勝の骨壺（複製）



３
月
号

広報たてばやし４月１日号は３月31日㈮に発行します。

　
　「
移
住
先
を
探
し
て
い
る
時
に

館
林
市
を
訪
れ
、
茂
林
寺
沼
を
見

た
時
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
曲
の
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
湧
い
て
き
ま

し
た
」
と
話
す
の
は
、
フ
ル
ー
ト

奏
者
の
滝
沢
昌
之
さ
ん
で
す
。

　
滝
沢
さ
ん
が
　「
里
沼
」
を
テ
ー

マ
に
作
詞
作
曲
し
た
「
里
沼
の
記

憶
」
と
、
亡
く
な
っ
た
母
へ
の
思

い
で
作
っ
た「
安
ら
か
な
眠
り
に
」

が
、
第
１
回
伊
勢
志
摩
国
際
大
衆

音
楽
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
の
特
別
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　「
里
沼
の
記
憶
」
に
は
里
沼
の

情
景
と
故
郷
へ
の
郷
愁
が
込
め
ら

れ
、
館
林
の
歴
史
や
伝
説
、
こ
の

ま
ち
な
ら
で
は
の
文
化
を
、
歌
詞

だ
け
で
は
な
く
メ
ロ
デ
ィ
や
和
音
、

曲
の
色
合
い
で
も
表
現
し
て
い
ま

す
。「
地
元
の
か
た
が
聴
い
た
時
、

若
い
頃
の
思
い
出
や
、
曲
の
中
に

あ
る
ふ
る
さ
と
を
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
」
と
語
り
、
制
作
し
た
曲
の

動
画
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
配
信
。
い
つ

か
は
合
唱
曲
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
学

校
な
ど
で
歌
っ
て
も
ら
い
、「
こ
こ

が
ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ
と
が
本
当

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
若
い
人
に
も

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
い
ま
す
。

　
移
住
し
て
か
ら
空
の
美
し
さ
、

風
の
香
り
に
改
め
て
幸
せ
を
感
じ

て
い
る
滝
沢
さ
ん
。
里
沼
に
魅
せ

ら
れ
て
生
ま
れ
た「
里
沼
の
記
憶
」

は
、
４
月
９
日
に
開
催
す
る
「
中な

か

嶋じ
ま

彰あ
き

子こ

＆
根ね

岸ぎ
し

弥や

生よ
い

ス
ペ
シ
ャ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
」
で
も
披
露
さ
れ
る

予
定
で
す
。（
14
ペ
ー
ジ
掲
載
）

昭和45年、大分県生まれ。フルート奏者で自ら作詞
作曲も行う。小学生の頃からフルートを学び、高校
で音楽家を志し、国

くに

立
たち

音楽大学器楽科でフルートを
専攻。市内で「もりんじ音楽教室」を主宰。動物が
好きで、飼い犬との散歩や芸を教えるのが楽しみ。

第
１
３
０
３
号
　

令
和
５
年
３
月
１
日
発
行

人口・世帯 前月比
男　性 37,281 人 － 50

女　性 37,053 人 － 43

合　計 74,334 人 － 93

世　帯 34,066 世帯 －28

令和５年２月１日現在

／
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
情
報
発
信
中
＼

28令和５年（2023）　　３月１日号

メール登録
空メールを送信

Android

防災・防犯情報などをすぐにお届け
アットインフォカナル

iOS

市公式動画チャンネル▶

市公式ホームページ
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/

広報紙がスマホで読めるアプリ
「マチイロ」

市公式ツイッター
@TatebayashiInfo

■
発
行
　
館
林
市
役
所
　
〒
3
7
4
‒
8501　

群
馬
県
館
林
市
城
町
１
番
１
号
　
　
　
　
℡
0276

‒
72
‒
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0276

‒
72
‒
3297

■
編
集
　
秘
書
課
広
聴
広
報
係
　
■
印
刷
　
㈱
コ
ー
セ
ン
ド
ー

　
「
里
沼
」
の
自
然
か
ら

　
　生
み
出
さ
れ
る
旋
律

滝た
き

沢ざ
わ
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かごめ六斎市
11日㈯・25日㈯　午前９時30分～午後１時　 かご
め通り商店街
たてばやしウエストファームマーケット
19日㈰　午前10時～午後３時　　近藤沼公園
尾曳稲荷骨董市
18日㈯　午前７時～午後４時頃　 尾曳稲荷神社
茂林寺フリーマーケット
18日㈯　午前10時～　　茂林寺商店街

３月の EVENT


